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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA WebLogic Server™ XML ソフ ト ウェアの使い方につ
いて説明します。 XML ソフ ト ウェアの使用に関連する概念を定義し、 XML ア
プリ ケーシ ョ ンの開発プロセスについて述べています。 また、 このマニュアルで

は、 アプ リ ケーシ ョ ン  プログラ ミ ング インタフェース  (API)、 管理タスク、 およ
び XML ツールについても説明します。

このマニュアルの構成は次のとおりです。

� 第 1 章 「XML の概要」 は、 XML ソフ ト ウェアとそのコンポーネン トの基本
的な説明です。

� 第 2 章 「WebLogic Server による  XML アプリ ケーシ ョ ンの開発」 では、
WebLogic Server と  XML ツールを使用して XML アプリ ケーシ ョ ンを開発
する方法について説明します。

� 第 3 章 「XML アプ リ ケーシ ョ ン スコーピング」 では、 パーサ、 ト ランス
フォーマ、 および特定のエンタープライズ  アプリ ケーシ ョ ン用外部エンティ
テ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン方法について説明します。

� 第 4 章 「WebLogic XML Streaming API の使い方」 では、 XML ドキュ メ ン ト
を解析する  Java アプリ ケーシ ョ ンで WebLogic XML ス ト リーミ ング  API を
使用する方法に関する詳細を説明します。

� 第 5 章 「XML プログラ ミ ングのベス トプラ クテ ィ ス」 では、 XML ドキュ メ
ン ト を処理する  Java アプリ ケーシ ョ ンを作成する場合のベス ト  プラ クテ ィ
スをい くつか説明します。

� 第 6 章 「XML プログラ ミ ング手法」 では、 XML ドキュ メ ン トにおける メ ッ
セージ駆動型 Bean および JMS キューの使用といった、 特定のタスクを処理
するためのプログラ ミ ング技術について説明します。

� 第 7 章 「WebLogic Server XML の管理」 では、 Administration Console の 
XML レジス ト リ 、 および XML のコンフ ィグレーシ ョ ン  タスクを行う方法
について説明します。
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� 第 8 章 「XML リ ファレンス」 では、 この XML ソフ ト ウェアでサポート し
ている仕様およびアプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング インタフェースへの リ
ンクを提供しています。

対象読者

このマニュアルは、 XML アプリ ケーシ ョ ンを設計、 開発、 コンフ ィ グレーシ ョ
ン、および管理するシステム管理者およびプログラマを対象と しています。Web 
技術、 XML、 XSLT、 Java プログラ ミ ング言語、 サーブレッ ト 、 および J2EE 仕
様の JSP API に読者が精通している こ と を前提と して書かれています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA の Web サイ ト で入手できます。 BEA のホー
ム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ ク します。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ ト で入手できます。 PDF を Adobe 
Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 ( または一部分 ) を書籍の形式で印
刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Server ドキュ メ ン トのホーム  ペー
ジを開き、 [ ドキュ メ ン トのダウンロード ] をク リ ッ ク して、 印刷するマニュア
ルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイ ト  (http://www.adobe.co.jp) で無料で
入手できます。
viii WebLogic XML プログラマーズ ガイ ド
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関連情報

XML の詳細については、 1-18 ページの 「XML について学習するには」 および
第 8 章 「XML リ フ ァレンス」 を参照して ください。

サポート情報

BEA のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社にと って非常
に重要です。質問や意見などがあれば、電子メールで docsupport-jp@beasys.com 
までお送り ください。 寄せられた意見については、 WebLogic Server のドキュ メ
ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用のソフ ト ウェアの名前とバージ ョ ン、 およ

びドキュ メン ト のタイ トルと日付をお書き添えください。 本バージ ョ ンの BEA 
WebLogic Server について不明な点がある場合、 または BEA WebLogic Server の
インス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSupport (www.bea.com) 
を通じて  BEA カスタマ サポート までお問い合わせください。 カスタマ  サポート
への連絡方法については、 製品パッケージに同梱されているカスタマ  サポート  
カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例 :
import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String CustomerName;

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 
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[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。

例 :

java utils.MulticastTest -n name -a address 
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。

例 :

java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
   password {application} {source}

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。 

表記法 適用
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1 XML の概要

以下の節では XML テク ノ ロジと  WebLogic Server XML サブシステムについて概
説します。

� 1-2 ページの 「XML とは」

� 1-3 ページの 「XML ドキュ メ ン ト の記述方法」

� 1-5 ページの 「XML を使用する理由」

� 1-5 ページの 「XSL と  XSLT」

� 1-6 ページの 「DOM と  SAX とは」

� 1-7 ページの 「XML Streaming とは」

� 1-8 ページの 「JAXP とは」

� 1-10 ページの 「XML と  XSLT の一般的な使い方」

� 1-11 ページの 「WebLogic Server XML の機能」

� 1-17 ページの 「XML ファ イルの編集」

� 1-18 ページの 「XML について学習するには」
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1 XML の概要
XML とは

Extensible Markup Language (XML) とは、 ドキュ メ ン ト内のデータの内容および

構造を示すのに使用するマークアップ言語です。 XML は Standardized General 
Markup Language (SGML) を簡素化したものです。 XML は、 インターネッ ト上

でコンテンツを配信するための業界標準です。 また、 新しいタグを定義する機能
があるので、 拡張が可能です。

HTML と同じよ うに、 XML でもタグを使用してコンテンツを記述します。 しか

し、 XML のタグはコンテンツの表示方法ではな く、 データの意味と階層構造を

表します。 この機能を使用すれば、 異なるプログラムやシステム間でのデータ交

換を効率化するために必要な高度なデータ型を定義できます。 さ らに、 XML で
はコンテンツ と表現を分離できるため、 コンテンツ  ( データ ) を異種システム間
で移植できます。

XML 構文では、 一対の開始タグと終了タグ  (<name> と  </name> など ) を使用し

て情報をマークアップします。 タグで区切られる情報のこ と を、 要素と呼びま

す。 どの XML ドキュ メ ン トにもルート要素が 1 つあ り ます。 ルート要素は、 他

のすべての要素を含む最上位の要素です。 他の要素内に含まれる要素をしばしば

下位要素と言います。 要素には、 名前と値のペアとい う構造の属性が付く こ とが

あ り ます。 属性は、 要素の一部と して要素をさ らに定義するのに使用します。

次のサンプル XML ファ イルはアドレス帳の内容を説明したものです。

<?xml version="1.0"?>

<address_book>
  <person gender="f">
    <name>Jane Doe</name>
    <address>
      <street>123 Main St.</street>
      <city>San Francisco</city>
      <state>CA</state>
      <zip>94117</zip>
    </address>
    <phone area_code=415>555-1212</phone>
  </person>
  <person gender="m">
    <name>John Smith</name>
    <phone area_code=510>555-1234</phone>
    <email>johnsmith@somewhere.com</email>
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XML ドキュ メ ン トの記述方法
  </person>
</address_book>

XML ファ イルのルート要素は address_book です。 アドレス帳には現在、

person 要素の形で 「Jane Doe」 と 「John Smith」 の 2 つのエン ト リがあ り ます。

Jane Doe のエン ト リには住所と電話番号、 John Smith のエン ト リには電話番号と

電子メール アド レスがあ り ます。 この XML ドキュ メ ン トの構造では、 要素の本

体の下位要素ではな く、 phone 要素に area_code 属性を指定して市外局番を格

納するよ うに定義しています。 すべての下位要素が person 要素で必要なわけで
はないこ とにも注意して ください。

XML ドキュメン トの記述方法

XML ドキュ メン ト の記述方法には、 DTD および XML スキーマの 2 種類があ り

ます。

DTD (Document Type Definition : 文書型定義 ) は、 特定の XML ドキュ メン ト の

構造で基本的に必要なものを定義します。 DTD では、 XML ドキュ メ ン トで有効

な要素と属性、 およびそれらが有効となるコンテキス ト を定義します。 言い換え

れば、 DTD では特定のタグ内で有効なタグ、 およびオプシ ョ ンのタグと属性を

指定します。

次の例では、 上のアドレス帳のサンプル XML ドキュ メ ン ト を定義する  DTD を
示します。

<!DOCTYPE address_book [
<!ELEMENT person (name, address?, phone?, email?)>
<!ELEMENT name (#PCDATA)>
<!ELEMENT address (street, city, state, zip)>
<!ELEMENT phone (#PCDATA)>
<!ELEMENT email (#PCDATA)>
<!ELEMENT street (#PCDATA)>
<!ELEMENT city (#PCDATA)>
<!ELEMENT state (#PCDATA)>
<!ELEMENT zip (#PCDATA)> 

<!ATTLIST person gender CDATA #REQUIRED>
<!ATTLIST phone area_code CDATA #REQUIRED>
]>
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1 XML の概要
スキーマは、 XML の仕様で最近開発されたもので、 DTD に取って代わるものと

されています。 スキーマでは、 DTD および DTD 以外の XML ドキュ メ ン ト自体

よ り柔軟かつ詳細に XML ドキュ メ ン ト を記述します。 スキーマ仕様は、 現在 
World Wide Web Consortium (W3C) によって開発中であ り、DTD の制限の多く を

克服するものと されています。 XML スキーマの詳細については、
http://www.w3.org/TR/xmlschema-0/ を参照して ください。

次の例では、 上のアドレス帳のサンプル XML ドキュ メ ン ト を定義するスキーマ

を示します。

<xsd:schema xmlns:xsd="http://www.w3.org/1999/XMLSchema">

<xsd:element     name="address_book" type="bookType"/>

<xsd:complexType name="bookType">
  <xsd:element name=name="person"     type="personType"/>
</xsd:complexType>

<xsd:complexType name="personType">
  <xsd:element   name="name"     type="xsd:string"/>
  <xsd:element   name="address"  type="addressType"/>
  <xsd:element   name="phone"    type="phoneType"/>
  <xsd:element   name="email"    type="xsd:string"/>
  <xsd:attribute name="gender"   type="xsd:string"/> 
</xsd:complexType>

<xsd:complexType name="addressType">

  <xsd:element   name="street"  type="xsd:string"/>
  <xsd:element   name="city"    type="xsd:string"/>
  <xsd:element   name="state"   type="xsd:string"/>
  <xsd:element   name="zip"     type="xsd:string"/>
</xsd:complexType>

<xsd:simpleType name="phoneType">
  <xsd:restriction base="xsd:string"/>
  <xsd:attribute name="area_code" type="xsd:string"/>
</xsd:simpleType>

</xsd:schema>

XML ドキュ メ ン ト では、 ドキュ メ ン ト自体の一部に DTD またはスキーマを含

めるこ と も、 DOCTYPE 宣言で外部 DTD またはスキーマを参照する こ と も、

DTD やスキーマをまった く含めないまたは参照しないよ うにする こ と もできま

す。 次の XML ドキュ メ ン トの抜粋では、 address.dtd とい う外部 DTD を参照
する方法を示しています。
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XML を使用する理由
<?xml version=1.0?>
<!DOCTYPE address_book SYSTEM "address.dtd">
<address_book>
...

XML ドキュ メン ト は、 パーサで検証する場合、 または複雑なタイプが含まれる

場合にのみ DTD またはスキーマを付ける必要があ り ます。 XML ドキュ メ ン ト

は、 1) 関連する  DTD またはスキーマがある場合、 および 2) 関連する  DTD また
はスキーマに定義されている制約に準拠している場合に有効である と見なされま

す。 ただし、 XML ドキュ メ ン トが整形式でなければならない場合は、 ドキュ メ

ン ト に DTD またはスキーマを付ける必要はあ り ません。 W3C の XML 1.0 勧告
のすべてのルールに従っている場合、 ドキュ メ ン トは整形式と見なされます。
XML 1.0 仕様の詳細な説明については、 http://www.w3.org/XML/ を参照して く

ださい。

XML を使用する理由

通常、 それぞれの業界はその業界にと って意味をもつ固有のデータ交換方式を使

用しています。 電子商取引の誕生によ り、 企業ではさまざまな業界と関係を結ぶ

よ うになっています。 このため、 こ う した企業は、 これらの業界で使用されるさ

まざまな電子通信プロ ト コルに関する専門知識を取得しなければなり ません。

XML は拡張性に優れているため、 さまざまな業界間のデータ交換フォーマッ ト

を標準化するための非常に効果的なツールとなっています。 たとえば、 複数の業

界間または一企業内の複数の部門間でメ ッセージ ブローカ と ワークフロー エン
ジンが ト ランザクシ ョ ンを調整しなければならない場合、 XML を使用する と、

異なる ソースからのデータを組み合わせて、 すべての当事者が理解できる  1 つの
フォーマッ ト を作成できます。

XSL と  XSLT

Extensible Stylesheet Language (XSL) は、 XML ドキュ メ ン ト に適用する表示の

ルールを記述するための W3C の規格です。 XSL には、 変換言語 (XLST) と
フォーマッ ト言語の両方が含まれます。 この 2 つの言語は、 互いに独立して機能
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1 XML の概要
します。 XSLT は XML ベースの言語で、 XML ドキュ メ ン ト を別の XML ドキュ
メ ン トに、 または HTML、 PDF など他の文書フォーマッ トに変換する方法を記

述するための W3C の仕様です。

XSLT ト ランスフォーマは、 XML ドキュ メ ン ト と  XSLT ドキュ メ ン ト を入力と

して受け付けます。 XSLT ドキュ メ ン トに定義されるテンプレー ト  ルールには、
そのルールの適用先となる  XML ツ リーを指定するパターンが含まれています。

XSLT ト ランスフォーマは、 XML ドキュ メ ン ト をスキャンしてルールに一致す

るパターンを見つけ出し、 元の XML ドキュ メ ン トの該当するセクシ ョ ンにテン

プレー ト を適用します。

DOM と  SAX とは

DOM および SAX は、XML データ解析のための 2 つの標準 Java アプリケーシ ョ

ン プログラ ミ ング インタフェース  (API) です。 いずれも、 WebLogic Server 組み
込みパーサによ りサポート されます。 この 2 つの API は、 解析に対して異なる

アプローチを とっており、 それぞれの API に長所と短所があ り ます。

SAX

SAX は Simple API for XML の略語です。SAX は、 イベン ト  ベースの XML 解析
用標準インタフェースで、 プラ ッ ト フォームや言語に依存しません。 SAX は、
パーサが要素の最初または最後などの XML ドキュ メ ン ト を読み取る際に発生す

るイベン ト を定義します。 プログラマは、 ドキュ メン ト解析時に異なるイベン ト

を処理するハンド ラを提供します。

XML ドキュ メ ン ト を解析するために SAX API を使用するプログラマは、 これら

のイベン トが発生したと きに起こ る こ と を完全に制御する権限を持ち、 解析プロ

セスをカスタマイズできます。 たとえば、 プログラマは、 ドキュ メ ン トが不正で
あるこ とを示すエラーがパーサで発生したと きに、 ドキュ メ ン トがすべて解析さ

れるまで待つのではな く、 すぐに XML ドキュ メ ン ト の解析を中止できるので、

パフォーマンスが向上します。
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WebLogic Server の組み込みパーサ (Apache Xerces) は、SAX バージ ョ ン  2.0 をサ
ポート しています。 SAX バージ ョ ン 1.0 を使用して XML ドキュ メ ン ト を解析す

るプログラムを作成した場合は、 2 つのバージ ョ ンの相違点を把握し、 それに

従ってプログラムを更新する必要があ り ます。 2 つのバージ ョ ンの相違点につい

ては、 http://www.saxproject.org/ を参照して ください。

DOM

DOM は Document Object Model の略語です。DOM は、プラ ッ ト フォームや言語

に依存しないインタフェースであ り、 DOM を使用する こ とによ り、 プログラム

と スク リプ トは XML ドキュ メ ン トのコンテンツ、 構造、 およびスタイルに動的

にアクセスして、 それらを更新できます。 DOM は、 XML ドキュ メ ン ト を メモ

リに読み込んでツ リー表示します。 ツ リーの各ノードは、 元の XML ドキュ メ ン
トからの特定のデータの一部を表します。 ツ リー構造は、 データを表すための標
準プログラ ミ ング  メカニズムで、 Java を使用したツ リーのナビゲートおよび操

作を簡単に素早 く、 かつ効率的に実行できます。 しかし、 主な欠点と して、

DOM でツ リーを作成するために XML ドキュ メ ン ト全体を読み取る必要がある

ため、 XML ドキュ メ ン ト のサイズが大き くなる と、 アプ リケーシ ョ ンのパ

フォーマンスが低下する とい う ものがあ り ます。

WebLogic Server の組み込みパーサ (Apache Xerces) は、DOM Level 2.0 Core をサ
ポート しています。 DOM Level 1.0 を使用して XML ドキュ メン ト を解析するプ

ログラムを作成した場合は、 2 つのバージ ョ ンの相違点を把握し、 それに従って

プログラムを更新する必要があ り ます。 相違点の詳細については、

http://www.w3.org/DOM/DOMTR を参照して ください。

XML Streaming とは

SAX と  DOM だけでな く、XML Streaming API を使用しても  XML ドキュ メ ン ト

を解析できます。
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1 XML の概要
WebLogic XML Streaming API は、XML ドキュ メ ン トの解析と生成を行 う ための

簡単でわかりやすい方法を提供します。 SAX API をベースにしていますが、 複

雑な XML ドキュ メ ン ト を処理する際の煩雑さの原因になる  SAX イベン ト  ハン
ド ラを書く必要はな く、 手順の流れに従って XML ドキュ メ ン ト を処理できま

す。 つま り、 Streaming API では、 SAX API よ り解析を綿密に制御できます。

XML Streaming API は、 ドキュ メ ン ト解析の際に WebLogic FastParser を使用し

ます。

WebLogic XML Streaming API の使用方法の詳細については、第 4 章 「WebLogic 
XML Streaming API の使い方」 を参照して ください。

注意 : DOM や SAX と異な り、 XML Streaming は、 まだ JAXP (Java API for 
XML Processing) の一部ではあ り ません。

JAXP とは

前の節では、 XML データの解析に使用できる  API、 SAX、 DOM について説明
しました。 JAXP (Java API for XML Processing) は、 これらのパーサにアクセス

する手段を提供します。 JAXP はまた、 どのよ う な仕様のパーサまたは ト ランス

フォーマも使用できるプラグイン可能レイヤも定義します。

WebLogic Server には、 XML アプ リケーシ ョ ンの開発と、 WebLogic Server で構
築した XML アプリケーシ ョ ンを他の Web アプリケーシ ョ ン サーバに移植する

のに必要な作業を容易にするために、 JAXP が実装されています。 JAXP は、
XML アプリケーシ ョ ンの移植性を高めるために Sun Microsystems で開発されま

した。 JAXP では、 Java プラ ッ ト フォームの API の標準セッ ト を介して XML ド
キュ メ ン ト を解析および変換するための基本機能がサポート されています。

WebLogic Server 配布キッ ト内の JAXP 1.1 は、 組み込みパーサを使用するコン

フ ィグレーシ ョ ンになっています。 したがって、 WebLogic Server で構築される  
XML アプリケーシ ョ ンでは、 デフォルトで JAXP を使用します。

WebLogic Server 配布キッ トには、 JAXP 1.1 で必要なインタフェース と ク ラスが

あ り ます。 JAXP 1.1 には、 SAX バージ ョ ン  2 および DOM Level 2 に対するサ

ポートがあ り ます。 JAXP 用の Javadoc は、 WebLogic Server のオンラ イン リ
フ ァレンス  マニュアルに含まれています。
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JAXP とは
JAXP パッケージ

JAXP には、 以下の 2 つのパッケージがあ り ます。

� javax.xml.parsers

� javax.xml.transform

javax.xml.parsers パッケージには、 SAX バージ ョ ン  2.0 および DOM Level 
2.0 モードで XML データを解析するためのク ラスがあ り ます。 XML ドキュ メ ン
ト を  SAX モードで解析するには、 まず newInstance() メ ソ ッ ドで新しい 
SaxParserFactory オブジェ ク トのインスタンスを作成します。 このメ ソ ッ ド

は、 明確に定義された場所のリ ス ト を基に、 ロードするパーサの特定の実装を

ルッ クアップします。 次に、 SaxParserFactory から  SaxParser インスタンス
を取得し、 parse() メ ソ ッ ドを実行して、 解析する  XML ドキュ メ ン トにそれを

渡します。 XML ドキュ メン ト を DOM モードで解析する場合も同様ですが、 こ

の場合は DocumentBuilder ク ラス と  DocumentBuilderFactory ク ラスを使用し

ます。

JAXP による  XML ドキュ メ ン ト解析の詳細については、 2-2 ページの 「XML ド
キュ メ ン ト の解析」 を参照して ください。

javax.xml.transform パッケージには、 XML ドキュ メ ン ト、 DOM ツ リー、 ま

たは SAX イベン ト などの XML データを別の形式に変換するク ラスがあ り ます。

ト ランスフォーマ ク ラスも、 パーサ ク ラス と同じ よ うに機能します。 XML ド
キュ メ ン ト を変換するには、 まず newInstance() メ ソ ッ ドで新しい 
TransformerFactory オブジェ ク トのインスタンスを作成します。 このメ ソ ッ

ドは、 明確に定義された場所の リ ス ト を基に、 ロードする  XSLT ト ランスフォー
マの特定の実装をルッ クアップします。 次に、 特定の XSLT スタイルシート を基

に新しい Transformer オブジェ ク ト のインスタンスを作成し、 transform() メ
ソ ッ ドを実行して、 変換する  XML オブジェ ク ト にそれを渡します。 XML オブ
ジェ ク トは、 XML ファ イルでも  DOM ツ リーなどでもかまいません。

JAXP による  XML オブジェ ク ト変換の詳細については、 2-13 ページの 「JAXP 
による  XML データの変換」 を参照して ください。
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1 XML の概要
XML と  XSLT の一般的な使い方

XML と  XSLT をどのよ うに使用するかは、 ビジネス上のニーズによって異な り

ます。

XML と  XSLT を使用したコンテンツと表示の分離

XML と  XSLT は、 複数のク ラ イアン ト  タイプをサポートするアプ リケーシ ョ ン

でよ く使用されます。 たとえば、 ブラウザ ベースのク ラ イアン ト と  Wireless 
Application Protocol  (WAP) ク ラ イアン ト の両方をサポートする  Web ベース アプ
リケーシ ョ ンを使用している と します。 これらのク ラ イアン トは、 それぞれ 
HTML と  Wireless Markup Language (WML) とい う異なるマーク付け言語を理解

しますが、 アプ リケーシ ョ ンでは両方に適したコンテンツを提供しなければな り

ません。

これを実現するには、 ク ラ イアン ト に送信するデータを表す XML ドキュ メ ン ト

を最初に作成するよ うにアプ リケーシ ョ ンを記述します。 次に、 アプ リケーシ ョ

ンは、 ク ライアン トのブラウザ タイプに応じて、 データを表す XML ドキュ メン
ト を HTML または WML に変換します。 アプ リケーシ ョ ンでは、 HTTP リ クエ
ス トの User-Agent リ クエス ト  ヘッダを調べるこ とによって、 ク ラ イアン ト の

ブラウザ タイプを識別できます。 ク ライアン トのブラウザ タイプを認識する と、

適切な XSLT スタイル シート を使用して、 適切なマーク付け言語にドキュ メ ン

ト を変換します。 このヘッダ情報へのアクセス方法の例については、 WebLogic 
Server 配布キッ ト の examples/servlets デ ィ レク ト リに収められている  
SnoopServlet サンプルを参照して ください。

このよ うに、 ク ラ イアン ト  タイプご とに異なるマーク付け言語を使用して同じ  
XML ドキュ メ ン ト を表示する方法を用いる と、 複数のク ライアン ト  タイプのサ
ポートに必要な努力を、 適切な XSLT スタイル シートの開発に集中させる こ と

ができます。 さ らに、 必要な場合は、 アプ リ ケーシ ョ ンを他のク ライアン ト  タ
イプに簡単に適合させる こ とができます。

XSLT の詳細については、 8-2 ページの 「その他の XML 仕様と情報」 を参照し

て ください。
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WebLogic Server XML の機能
企業間通信用メ ッセージ フォーマッ ト としての 
XML

企業間 (B2B) 環境で、 企業 A と企業 B は両者間の電子商取引に関する情報の交

換を望んでいます。 企業 A は大手の電子商取引サイ ト です。 企業 B は、 企業 A 
の製品を最適な顧客集団に販売する小規模な子会社です。 企業 B が企業 A に顧
客情報を送る と、 企業 B は企業 A から  2 通りの方法で対価を受け取る こ とがで

きます。 企業 B は、 金銭、 および企業 B が提供した顧客と同じ購買層の他の顧

客に関する情報を企業 A から受け取り ます。 情報を交換するためには、 企業 A 
と企業 B はマシンが理解でき、 どちらの企業のシステムでも簡単に処理できる

データ  フォーマッ トについて合意する必要があ り ます。 XML は、 このシナ リオ

で使用する論理データ  フォーマッ ト ですが、 このフォーマッ ト の選択はほんの

第一歩に過ぎません。 次に両企業は、 交換する  XML メ ッセージのフォーマッ ト

について合意しなければな り ません。 企業 A はその子会社と  1 対多の関係にあ
るため、やり取りする  XML メ ッセージのフォーマッ トは企業 A 側で定義する必

要があ り ます。

XML メ ッセージ、 つま り  XML ドキュ メ ン トのフォーマッ ト を定義するために、

企業 A は 2 種類の文書型定義 (DTD) を作成します。 1 つは企業 A が提供する顧

客情報を記述するもので、 も う  1 つは企業 A が受け取る新しい子会社の情報を

記述するものです。 企業 B も、 2 種類の DTD を作成します。 1 つは企業 A から

受け取る  XML ドキュ メ ン ト を処理するためのもの、 も う  1 つは企業 A 側で処理
できるフォーマッ トで XML ドキュ メ ン ト を作成するためのものです。

WebLogic Server XML の機能

WebLogic Server は、 WebLogic Server と  WebLogic Server に基づ く  XML アプリ

ケーシ ョ ンに適用可能な XML テク ノ ロジを統合します。 WebLogic Server XML 
サブシステムを使用する と、 顧客は、 標準パーサ、 WebLogic FastParser、 XSLT 
ト ランスフォーマ、 DTD、 および XML スキーマを使用して  XML ファ イルを処
理および変換できます。
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1 XML の概要
WebLogic Server XML サブシステムには、 以下の機能があ り ます。

� XML ドキュ メ ン ト  パーサ

� XML ドキュ メ ン ト  ト ランスフォーマ

� WebLogic XML Streaming API

� JAXP プラグイン可能レイヤの実装

� WebLogic サーブレ ッ ト属性

� WebLogic XSLT JSP タグ ライブラ リ

� パーサおよびト ランスフォーマのコンフ ィグレーシ ョ ン用 XML レジス ト リ

� 外部エンテ ィテ ィ解決をコンフ ィグレーシ ョ ンするための XML レジス ト リ

� XML ドキュ メ ン トの解析と変換のためのサンプル コード

XML ドキュメン ト  パーサ

WebLogic Server には、 以下の 2 つのパーサがあ り ます。

表 1-1  WebLogic Server に含まれるパーサ

パーサ 説明

組み込み Apache Xerces パーサ バージ ョ ン  1.4.4 に基づく検証パーサ。 組
み込みパーサは、 Simple API For XML (SAX) モード または 
JAXP API を使用する  Document Object Model (DOM) モードの
いずれかで使用できる。
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WebLogic Server XML の機能
Administration Console による  XML レジス ト リのコンフ ィグレーシ ョ ンでは、他

のあらゆる  XML パーサを使用できます。 単一の WebLogic Server のインスタン

スをコンフ ィグレーシ ョ ンする こ とによって、 あるパーサを特定のアプリ ケー
シ ョ ン用に使用し、 別のパーサを異なるアプリケーシ ョ ン用に使用できます。

XML ドキュメン ト  ト ランスフォーマ

WebLogic Server には、 Apache Xalan XSLT ト ランスフォーマ バージ ョ ン 2.2 を
ベースと した組み込み XSLT ト ランスフォーマがあ り ます。 XML アプリケー

シ ョ ンでは、 この組み込み XSLT ト ランスフォーマまたは他の XSLT ト ランス
フォーマを使用して、 XML ドキュ メ ン ト を他の XML ドキュ メ ン ト、 HTML な
どに変換できます。 XML ドキュ メ ン ト変換の詳細については、 2-13 ページの
「JAXP による  XML データの変換」 を参照して ください。

WebLogic XML Streaming API

WebLogic XML Streaming API は、XML ドキュ メ ン ト の解析と生成を行 う ための

簡単で直感的な方法を提供します。 SAX API をベースにしていますが、 複雑な  
XML ドキュ メン ト を処理する際の煩雑さの原因になる  SAX イベン ト  ハンド ラ

を書く必要はな く、 もっ と手順の流れに従って  XML ドキュ メ ン ト を処理できま

す。 つま り、 Streaming API では、 SAX API よ り解析を綿密に制御できます。

WebLogic 
FastParser

WebLogic Web サービスに関連付けられた SOAP および WSDL 
ファ イルなど、 中小規模のドキュ メ ン ト を処理するために特別

に設計された高性能の非検証 XML パーサ。 FastParser は、 SAX 
スタイルの解析のみをサポー ト している。 アプ リ ケーシ ョ ンが

中小規模 (最大 10,000 要素 ) の XML ドキュ メ ン ト を処理する
場合、 FastParser を使用するよ うに WebLogic Server をコンフ ィ
グレーシ ョ ンする。

WebLogic FastParser の詳細については、 2-10 ページの
「WebLogic FastParser の使用」 を参照。

表 1-1  WebLogic Server に含まれるパーサ

パーサ 説明
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1 XML の概要
WebLogic XML Streaming API の使用方法の詳細については、第 4 章 「WebLogic 
XML Streaming API の使い方」 を参照して ください。

JAXP プラグイン可能レイヤの実装

Java API for XML Parsing (JAXP)  1.1 は、Java 標準で、パーサに依存しない XML 
用 API です。 JAXP の詳細については、 1-8 ページの 「JAXP とは」 を参照して

ください。

注意 : WebLogic Server は、Administration Console からアクセスされる  XML レ
ジス ト リ を使用して、 パーサと ト ランスフォーマをプラグインします。

この点が、 システム プロパテ ィ を使用してパーサと ト ランスフォーマを

プラグインするよ うに指定された  JAXP 1.1 仕様との違いです。

WebLogic サーブレッ ト属性

WebLogic Server は、 以下の特殊なサーブレ ッ ト属性をサポート します。

� org.xml.sax.HandlerBase

� org.xml.sax.helpers.DefaultHandler

� org.w3c.dom.Document

前述の属性を持つ ServletRequest オブジェ ク ト で、 setAttribute メ ソ ッ ド  
(SAX 解析の場合 ) および getAttribute メ ソ ッ ド  (DOM 解析の場合 ) を呼び出
すと、 任意の XML ドキュ メ ン ト を解析できます。

以下のコード  セクシ ョ ンでは、 これらのメ ソ ッ ドの使い方の例を示します。

request.setAttribute("org.xml.sax.helpers.DefaultHandler", new DefHandler());

org.w3c.dom.Document = (Document)request.getAttribute("org.w3c.dom.Document");

注意 : setAttribute メ ソ ッ ド と  getAttribute メ ソ ッ ドは便利な機能と して

用意されているだけであ り、 サーブレ ッ トから  XML を解析する際には

必須とい うわけではあ り ません。
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WebLogic Server XML の機能
WebLogic XSLT JSP タグ ライブラリ

JSP タグ  ライブラ リは、 WebLogic Server で動作する  JavaServer Pages (JSP) 内か
ら組み込み XSLT ト ランスフォーマにアクセスするための単純なタグを提供しま

す。 現時点では、 このタグは組み込み XSLT ト ランスフォーマだけをサポート し

ています。 このタグを使用して、 XML ドキュ メ ン ト を JSP 内から異なる ト ラン

スフォーマを使って変換するこ とはできません。

JSP タブ ライブラ リは、 xmlx-tags.jar に収められています。 このファ イルは、

WebLogic Server 配布キッ ト のインス トール時に自動的にインス トールされます。

注意 : JSP タグ  ライブラ リは便利な機能と して用意されているだけであ り、JSP 
内から  XSLT ト ランスフォーマへのアクセスに必要とい うわけではあ り

ません。

パーサおよびト ランスフォーマのコンフ ィグレー
ション用 XML レジスト リ

XML レジス ト リは、 管理タスク と コンフ ィグレーシ ョ ン  タスクを  XML アプ リ

ケーシ ョ ンから切り離すこ とによって、 これらのタスクを簡素化します。

WebLogic Server のインスタンスに対するパーサおよびト ランスフォーマのコン

フ ィグレーシ ョ ンには、 Administration Console  (WebLogic Server 管理用のグラ
フ ィカル ユーザ インタフェース (GUI)) を使用します。

注意 : 各 WebLogic Server ド メ インにはレジス ト リ をい くつでも組み込むこ と

ができ、ド メ イン内の各 WebLogic Server インスタンスにはゼロまたは 1 
つのレジス ト リ を割 り当てるこ とができます。

XML レジス ト リ を使用する と

� 構築時ではなくデプロイ メ ン ト時にパーサまたは ト ランスフォーマを指定で

きます。

� アプ リケーシ ョ ンにパーサ依存コードまたは ト ランスフォーマ依存コードを

組み込む必要があ り ません。
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1 XML の概要
� 単一のサーバで複数のパーサおよびト ランスフォーマをよ り便利にサポート

できます。

XML レジス ト リ を使用する と、 以下のタスクを行 う こ とができます。

� WebLogic Server の本バージ ョ ンに付属の組み込みパーサの代わりに別の 
XML パーサをコンフ ィグレーシ ョ ンします。

� WebLogic Server の本バージ ョ ンに付属の組み込みト ランスフォーマの代わ

りに別の XSLT ト ランスフォーマをコンフ ィグレーシ ョ ンします。

� 特定のアプリケーシ ョ ンを処理するために XML パーサをコンフ ィグレー
シ ョ ンします。

上記のすべての機能は、 アプ リケーシ ョ ンが WebLogic Server の本バージ ョ ンに

付属の標準 Java API for XML Processing (JAXP) を使用する場合に利用できます。

これらの機能は、 サーバサイ ドだけで使用できます。

外部エンティティ解決をコンフ ィグレーションする
ための XML レジスト リ

WebLogic XML では、 XML レジス ト リ を使用して外部エンテ ィテ ィ を解決でき

ます。 外部エンテ ィテ ィは、 XML ドキュ メ ン ト内に記述されていないものの、

XML ドキュ メ ン ト内で参照されるさ まざまなテキス ト です。 実際のテキス ト

は、 同じ コンピュータの他のファ イル、 Web 上など、 どこにあってもかまいま

せん。 外部エンテ ィテ ィの例が、 XML ドキュ メ ン トの検証に使用する  DTD 
ファ イルです。 この機能を使用するには、 Administration Console を開き、 XML 
レジス ト リで、外部エンテ ィテ ィに関連付けるパブリ ッ ク  ID またはシステム ID 
を入力します。

外部エンテ ィテ ィ をローカルに格納する こ とに加えて、 URL などの HTTP イン
タフェースをサポートする外部レポジ ト リから外部エンテ ィテ ィ を取得および

キャ ッシュするよ うに WebLogic Server をコンフ ィグレーシ ョ ンできます。

WebLogic Server のコンフ ィグレーシ ョ ンで、 メモ リやディ スクにある外部エン

テ ィテ ィをキャ ッシュし、 有効期限が過ぎたと判断するまでエンテ ィテ ィを

キャ ッシュ内にどの程度の期間と どめるかを指定できます。
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XML フ ァ イルの編集
XML レジス ト リ を使用した外部エンテ ィテ ィの解決の詳細については、 7-12 
ページの 「外部エンテ ィテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク」 を参照して くだ

さい。

XML ドキュメン トの解析と変換のためのサンプル 
コード

WebLogic Server には、 XML ドキュ メ ン ト の解析および変換のサンプルがあ り

ます。

このサンプルは、 WL_HOME\samples\server\src\examples\xml ディ レク ト リ

にあ り ます。 WL_HOME は最上位 WebLogic Platform ディ レ ク ト リです。

このサンプルを作成して実行する方法の詳細については、 ブラウザで Web ペー
ジ WL_HOME\samples\server\src\examples\xml\package-summary.html  を
呼び出して ください。

XML ファイルの編集

XML ファ イルを編集するには、 完全な Java ベースの XML スタンドアロン  エ
ディ タである  BEA XML エディ タを使用します。 この XML エディ タは、 XML 
ファ イルを作成および編集するためのシンプルでユーザフレンド リ なツールで

す。 このツールでは、 XML ファ イルの中身を、 階層的な XML ツ リー構造と実

際の XML コードの両方で表示します。 したがって、 XML ドキュ メ ン トの編集

方法を選択できます。

� 階層ツ リー表示では、 階層 XML ツ リー構造の各ポイン トでいくつかの指定

可能な機能を使用する形で、 構造化された制約のある編集が可能です。 指定

可能な機能は、 構文的に決定されており、 指定されているものがある場合は 
XML ドキュ メン ト の DTD またはスキーマに従っています。

� XML コード表示では、 データを自由に編集できます。

BEA XML エデ ィ タは、指定した DTD または XML スキーマを基に XML コード

を検証します。
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1 XML の概要
使用方法の詳細については、 BEA XML エディ タのオンライン ヘルプを参照し

て ください。

BEA XML エディ タは、 dev2dev Online からダウンロードできます。

XML について学習するには

XML について学習するには、 以下のオンラインコースおよびチュート リ アルを

参照して ください。 第 8 章 「XML リ フ ァレンス」 にリ ンク と詳細情報があ り ま

す。

� A Technical Introduction to XML

� XML Authoring Tutorial

� Working with XML and Java

� Tutorials for using the Java 2 platform and XML technology

� XML, Java, and the Future of the Web

� 『XML Bible』 第 14 章 「XSL Transformations」

� 『XSL Tutorial』、 Miloslav Nic 著

� SAX 2.0: The Simple API for XML 

� Document Object Model (DOM)
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2 WebLogic Server による XML ア
プリケーションの開発

以降の節では、 Java プログラ ミ ング言語と  WebLogic Server を使用して XML ア
プリケーシ ョ ンを開発する方法について説明します。 こ こでは、 Java サーブ
レ ッ ト と  JavaServer Pages (JSP) を使用して Java アプリケーシ ョ ンを記述する方

法について理解しているこ とを前提にしています。 サーブレ ッ ト と  JSP アプリ

ケーシ ョ ンの記述方法については、 『WebLogic HTTP サーブレッ ト  プログラ
マーズ ガイ ド』 と 『WebLogic JSP プログラマーズ ガイ ド 』 を参照して くださ

い。

� 2-1 ページの 「XML アプリケーシ ョ ンの開発 : 主な手順」

� 2-2 ページの 「XML ドキュ メ ン ト の解析」

� 2-10 ページの 「新しい XML ドキュ メ ン トの生成」

� 2-13 ページの 「XML ドキュ メ ン トの変換」

XML アプリケーションの開発 : 主な手順

WebLogic Server XML サブシステムを使用して XML アプ リケーシ ョ ンを開発す

る場合、 通常は以下のプログラ ミング タスクの一部または全部を実行します。

1. XML ドキュ メン ト を解析します。

XML ドキュ メン ト は、 い くつかのソースから構成されています。 たとえば、

ク ライアン トから  XML ドキュ メ ン ト を受信するサーブレ ッ ト を開発し、

サーブレッ ト またはその他の EJB などから  XML ドキュ メ ン ト を受信する  
EJB を記述できます。 各インスタンスで、 データを操作できるよ うに XML 
ドキュ メ ン ト を解析しておく こ と もできます。

このタスクの詳細については、 2-2 ページの 「XML ドキュ メ ン ト の解析」 を

参照して ください。
WebLogic XML プログラマーズ ガイ ド 2-1

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/servlet/index.html 
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/servlet/index.html 
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/jsp/index.html 


2 WebLogic Server による XML アプリケーシ ョ ンの開発
2. 新しい XML ドキュ メ ン ト を生成します。

サーブレ ッ ト または EJB が XML ドキュ メ ン ト を受信および解析し、 何らか

の形でデータを操作したら、 サーブレッ ト または EJB は、 新しい XML ド
キュ メ ン ト を生成してク ラ イアン ト に返すか、 他の EJB に渡さなければなら

ないこ とがあ り ます。

このタスクの詳細については、 2-10 ページの 「新しい XML ドキュ メ ン トの

生成」 を参照して ください。

3. XML データを他の形式に変換します。

XML ドキュ メ ン ト を解析するか、 新しい XML ドキュ メ ン ト を生成したら、

サーブレ ッ ト または EJB は、 その XML を  HTML、 WML、 またはプレーン  
テキス ト などの形式に変換しなければならないこ とがあ り ます。

このタスクの詳細については、 2-13 ページの 「JAXP による  XML データの

変換」 を参照して ください。

XML ドキュメン トの解析

この節では、 JAXP によ り  DOM モード と  SAX モードで XML ドキュ メ ン ト を解

析する方法、 およびサーブレッ トから  XML ドキュ メ ン ト を解析する方法につい

て説明します。

注意 : WebLogic XML ス ト リー ミング API によ り  XML ドキュ メ ン ト を解析す

る方法の詳細については、第 4 章 「WebLogic XML Streaming API の使い
方」 を参照して ください。

前述のよ うに、Administration Console の XML レジス ト リ を使用して以下の項目

をコンフ ィグレーシ ョ ンします。

� doctype ご とのパーサ。 指定した  doctype の組み込みパーサの代わりに使

用されます。

� 外部エンテ ィテ ィの解決。 XML ドキュ メ ン トの解析中に外部ファ イルを

見つけるよ うに要求された場合に XML パーサが実行する処理です。

Administration Console でこれらのタスクを実行する方法については、 第 7 章
「WebLogic Server XML の管理」 を参照して ください。
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XML ドキュ メ ン トの解析
SAX モードによる  XML ドキュ メ ン ト解析の詳細なサンプルについては、

WL_HOME\samples\server\src\examples\xml\sax ディ レク ト リ を参照して く

ださい。 WL_HOME は、 最上位 WebLogic Platform ディ レク ト リです。

SAX モードで JAXP を使用した XML ドキュメン ト
の解析

次のコード例は、 SAX パーサ ファ ク ト リ をコンフ ィグレーシ ョ ンして検証パー

サを作成する方法を示したものです。 また、 MyHandler ク ラスをパーサに登録
する方法も示しています。 MyHandler ク ラスは、 SAX 解析イベン ト またはエ

ラーのカスタム動作を提供するために DefaultHandler ク ラスのあらゆる メ
ソ ッ ドをオーバライ ドできます。

import javax.xml.parsers.SAXParser;
import javax.xml.parsers.SAXParserFactory;

...
MyHandler handler = new MyHandler();
// MyHandler は org.xml.sax.helpers.DefaultHandler を拡張

  //SAXParserFactory のインスタンスを取得
  SAXParserFactory spf = SAXParserFactory.newInstance();
  //検証パーサを指定
  spf.setValidating(true); // DTD をロードする必要がある
  //ファクトリから SAX パーサのインスタンスを取得
  SAXParser sp = spf.newSAXParser();
  //ドキュメントを解析
  sp.parse("http://server/file.xml", handler);
...

注意 : 組み込みパーサ以外のパーサを使用する場合は、 WebLogic Server 
Administration Console を使用して XML レジス ト リでパーサを指定しま

す。 指定しなかった場合、 SaxParserFactory.newInstance メ ソ ッ ドは
組み込みパーサを返します。 組み込みパーサ以外のパーサを使用する  
WebLogic Server のコンフ ィグレーシ ョ ン手順については、 7-5 ページの
「組み込み以外のパーサまたは ト ランスフォーマのコンフ ィグレーシ ョ

ン」 を参照して ください。
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SAX モードによる  XML ドキュ メ ン ト解析の詳細なサンプルについては、

WL_HOME\samples\server\src\examples\xml\sax ディ レク ト リ を参照して く

ださい。 WL_HOME は、 最上位 WebLogic Platform ディ レク ト リです。

DOM モードで JAXP を使用した XML ドキュメン
トの解析

次のコード例では、 XML ドキュ メ ン ト を解析し、 DocumentBuilder オブジェ ク
ト から  org.w3c.dom.Document ツ リーを作成する方法を示します。

import javax.xml.parsers.DocumentBuilder;
import javax.xml.parsers.DocumentBuilderFactory;

import org.w3c.dom.Document;

...
//DocumentBuilderFactory のインスタンスを取得
DocumentBuilderFactory dbf =
                 DocumentBuilderFactory.newInstance();
//検証パーサを指定
dbf.setValidating(true); // DTD をロードする必要がある
//ファクトリから DocumentBuilder のインスタンスを取得
DocumentBuilder db = dbf.newDocumentBuilder();
//ドキュメントを解析
Document doc = db.parse(inputFile);
...

注意 : 組み込みパーサ以外のパーサを使用する場合は、 WebLogic Server 
Administration Console でパーサを指定します。 指定しなかった場合、

DocumentBuilderFactory.newInstance メ ソ ッ ドは組み込みパーサを
返します。 組み込みパーサ以外のパーサを使用する  WebLogic Server の
コンフ ィグレーシ ョ ン手順については、 7-5 ページの 「組み込み以外の

パーサまたは ト ランスフォーマのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して く

ださい。

DOM モードによる  XML ドキュ メ ン ト解析の詳細なサンプルについては、

WL_HOME\samples\server\src\examples\xml\dom ディ レク ト リ を参照して く

ださい。 WL_HOME は、 最上位 WebLogic Platform ディ レク ト リです。
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サーブレッ トでの XML ドキュメン トの解析

Java サーブレ ッ ト仕様バージ ョ ン 2.2 で、 setAttribute メ ソ ッ ド と  
getAttribute メ ソ ッ ドに対するサポートが追加されました。 属性は、 リ クエス

トに関連付けられたオブジェ ク ト です。 リ クエス ト  オブジェ ク トは、 ク ラ イア

ン ト  リ クエス トからの全情報をカプセル化します。 HTTP プロ ト コルでは、 こ

の情報は、 リ クエス ト の HTTP ヘッダと メ ッセージ本文を基にク ラ イアン ト か

らサーバに転送されます。

WebLogic Server では、 setAttribute メ ソ ッ ド と  getAttribute メ ソ ッ ドを使
用して XML ドキュ メ ン ト を解析できます。SAX モード解析には setAttribute 
メ ソ ッ ドを使用し、 DOM モード解析には getAttribute メ ソ ッ ドを使用しま

す。

org.xml.sax.DefaultHandler 属性を使用したドキュメン トの
解析

次のサンプル コードでは、 setAttribute メ ソ ッ ドの使い方を示します。

import weblogic.servlet.XMLProcessingException;
import org.xml.sax.helpers.DefaultHandler;
...
public void doPost(HttpServletRequest request,
                             HttpServletResponse response)
   throws ServletException, IOException  {
   try {
      request.setAttribute("org.xml.sax.helpers.DefaultHandler",
                           new DefaultHandler());
    } catch(XMLProcessingException xpe) {
      System.out.println("Error in processing XML");
      xpe.printStackTrace();
      return;
    } 
... 

また、 現在は非推奨となっているものの、 org.xml.sax.HandlerBase 属性を使
用して XML ドキュ メ ン ト を解析する こ と もできます。

request.setAttribute("org.xml.sax.HandlerBase", 
                      new HandlerBase());
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注意 : このサンプル コードは、 SAX と  setAttribute メ ソ ッ ドでドキュ メ ン ト

を解析する単純な方法を示したものです。 ドキュ メン ト を解析する この

メ ソ ッ ドは、 他のサーブレ ッ ト  ベンダではサポート されていない 
WebLogic Server の便利な機能です。 したがって、 アプ リ ケーシ ョ ンを他

のサーブレッ ト  プラ ッ ト フォームで実行する場合は、 この機能を使用し

ないでください。

org.w3c.dom.Document 属性を使用したドキュメン トの解析

次のサンプル コードでは、 getAttribute メ ソ ッ ドの使い方を示します。

import org.w3c.dom.Document;
import weblogic.servlet.XMLProcessingException;

...

public void doPost(HttpServletRequest request,
                            HttpServletResponse response)
throws ServletException, IOException  {

try {
   Document doc = request.getAttribute("org.w3c.dom.Document");
 } catch(XMLProcessingException xpe) {
   System.out.println("Error in processing XML");
   xpe.printStackTrace();
   return;
 }
...

注意 : このサンプル コードは、 DOM と  getAttribute メ ソ ッ ドでドキュ メ ン

ト を解析する単純な方法を示したものです。 ドキュ メ ン ト を解析するこ

のメ ソ ッ ドは、 他のサーブレッ ト  ベンダではサポート されていない 
WebLogic Server の便利な機能です。 したがって、 アプ リ ケーシ ョ ンを他

のサーブレッ ト  プラ ッ ト フォームで実行する場合は、 この機能を使用し

ないでください。

非検証パーサの検証

前述のとおり、 整形式ドキュ メ ン トは、 W3C の XML 1.0 勧告のルールに従って
いる、 構文的に正しいドキュ メ ン ト のこ とです。 有効なドキュ メ ン トは、 DTD 
またはスキーマで指定した制約に従っている ドキュ メ ン ト です。
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非検証パーサは、 ドキュ メ ン ト が整形式かど うかを検証しますが、 有効かど うか
は検証しません。 2-10 ページの 「WebLogic FastParser の使用」 で説明している  
WebLogic FastParser は、 非検証パーサです。

( 検証パーサの使用を前提に ) ドキュ メ ン ト解析時の検証を有効にするには、 以

下を実行する必要があ り ます。

� 以下の例で示すよ うに、 SAXParserFactory.setValidating() メ ソ ッ ドを 
true に設定します。

SAXParserFactory factory = SAXParserFactory.newInstance();
factory.setValidating(true);

� 解析する  XML ドキュ メ ン ト で、 ( インラ インまたは参照で ) DTD またはス
キーマが定義されているよ うにします。

XML ドキュメン ト解析時のエンティティ解決の処
理

この節では、 XML パーサによる外部エンテ ィテ ィの識別および解決方法、 およ

び XML アプリケーシ ョ ンによる外部エンテ ィテ ィ解決のパフォーマンスを向上

させる  WebLogic Server の機能など、 外部エンテ ィテ ィに関する一般的な情報に

ついて説明します。

XML ドキュ メン ト を解析しながら外部エンテ ィテ ィ を解決する場合の詳細なサ

ンプルについては、

WL_HOME\samples\server\src\examples\xml\entityresolutionディ レ ク ト

リ を参照して ください。 WL_HOME は、 最上位 WebLogic Platform ディ レク ト リで

す。

外部エンティテ ィに関する一般的な情報

外部エンテ ィテ ィは、 XML ドキュ メ ン ト内に記述されていないものの、 XML 
ドキュ メ ン ト内で参照されるさまざまなテキス ト です。 実際のテキス トは、 同じ

コンピュータの他のファ イル、 Web 上など、 どこにあってもかまいません。

パーサは、 ドキュ メ ン トの解析時に外部エンテ ィテ ィ参照に出会 う と、 参照され

たテキス ト をフェ ッチし、 テキス ト を  XML ドキュ メ ン ト内に配置してから、 解
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析を続行します。 外部エンテ ィテ ィの例が DTD です。 XML ドキュ メ ン ト内に 
DTD のテキス ト がすべて記述されているのではな く、 別のファ イルに格納され

ている  DTD への参照が XML ドキュ メ ン ト内にあ り ます。

外部エンテ ィテ ィの識別方法には、システム ID とパブ リ ッ ク  ID の 2 つがあ り ま

す。 システム ID は、 URI で指定された位置を基に外部エンテ ィテ ィを参照しま

す。 パブリ ッ ク  ID は、 外部で宣言されている名前を使用して情報を参照します。

次の例では、 パブ リ ッ ク  ID を使用して、 J2EE アプ リケーシ ョ ン アーカイブ 
(*.ear) を示す application.xml ファ イルの DTD を参照する方法を示します。

<!DOCTYPE application PUBLIC "-//Sun Microsystems, 
Inc.//DTD J2EE Application 1.2//EN">

次の例は、 システム ID のみによる外部 DTD の参照を示します。

<!DOCTYPE application SYSTEM 
"http://java.sun.com/j2ee/dtds/application_1_2.dtd">

次の例は、 パブリ ッ ク  ID およびシステム ID の両方を使用する参照です。

SYSTEM キーワードが省略されています。

<!DOCTYPE application 
PUBLIC "-//Sun Microsystems, Inc.//DTD J2EE Application 1.2//EN"
"http://java.sun.com/j2ee/dtds/application_1_2.dtd">

WebLogic Server のエンティテ ィ解決機能の使用

以下の WebLogic Server 機能を使用する と、 XML アプリケーシ ョ ンの外部エン

テ ィテ ィ解決のパフォーマンスを向上させる こ とができます。

� 外部エンテ ィテ ィのコピーを、 WebLogic 管理サーバのホス ト となるコン

ピュータに永続的に格納します。

� WebLogic Server が、 URL などの HTTP インタフェースをサポートする外部

レポジ ト リにある外部エンテ ィテ ィ を自動的に取得およびキャ ッシュするよ

うに指定します。 エンテ ィテ ィ をキャ ッシュ先を メモ リにするかディ スクに

するかを指定し、 キャ ッシュ されているエン ト リが自動的に更新される

キャ ッシュの有効期限を指定できます。

この取り出し / キャ ッシュ機能を使用する と、 実際に外部エンテ ィテ ィ を

ローカル コンピュータにコピーする必要はなく な り ます。 XML アプリ ケー

シ ョ ンは、 ドキュ メ ン ト を解析するたびにではなく、 指定した期間でのみ外
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部エンテ ィテ ィ を参照するので、 アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスを大幅
に向上させるこ とができ、 必要に応じて外部エンテ ィテ ィ を最新の状態で参

照できます。

XML レジス ト リ で、外部エンテ ィテ ィの場所 ( ローカルまたは URL)、 およびど

のキャ ッシュ  オプシ ョ ンが Web 上のエンテ ィテ ィ用かを識別するエンテ ィテ ィ

解決エン ト リ を作成します。システム  ID またはパブ リ ッ ク  ID を使用して外部エ

ンテ ィテ ィ  エン ト リ を識別します。 次に、 XML ドキュ メ ン ト で、 この外部エン

テ ィテ ィ を参照する と、 WebLogic Server は、 ドキュ メン ト の解析時にローカル 
コピーまたはキャ ッシュされたコピー ( コンフ ィグレーシ ョ ンによる ) を取り出

します。

XML レジス ト リ での外部エンテ ィテ ィ  レジス ト リ作成の詳細については、 7-12 
ページの 「外部エンテ ィテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン  タスク」 を参照して くだ

さい。

組み込みパーサ以外のパーサの使用

JAXP で XML ドキュ メ ン ト を解析する場合、 WebLogic Server XML レジス ト リ  
(Administration Console でコンフ ィグレーシ ョ ン ) には以下の選択肢があ り ます。

� 組み込みパーサをサーバ全体のパーサと して使用します。

� WebLogic FastParser をサーバ全体のパーサと してコンフ ィグレーシ ョ ン

します。

� 選択した別のパーサ (別のバージ ョ ンの Apache Xerces パーサなど ) を
サーバ全体のパーサと してコンフ ィグレーシ ョ ンします。

� システム  ID、 パブ リ ッ ク  ID、 またはルート  タグに基づいた特定の DTD 
に対応するパーサをコンフ ィグレーシ ョ ンします。

XML レジス ト リ で解析オプシ ョ ンをコンフ ィグレーシ ョ ンする手順について

は、 7-4 ページの 「XML パーサおよびト ランスフォーマのコンフ ィグレーシ ョ

ン タスク」 を参照して ください。
WebLogic XML プログラマーズ ガイ ド 2-9



2 WebLogic Server による XML アプリケーシ ョ ンの開発
WebLogic FastParser の使用

WebLogic Server には、 中小規模の XML ドキュ メ ン ト  ( 最大 10,000 個の要素 ) 
の検証用に特別に設計された高性能の非検証 XML パーサ (WebLogic FastParser) 
があ り ます。 大きなドキュ メ ン トになる と、 このパーサのパフォーマンスは、

Apache Xerces などの標準パーサと変わらな くな り ます。

注意 : WebLogic FastParser は、 SAX スタイルの解析のみをサポート していま

す。

WebLogic FastParser を  WebLogic Server 全体のパーサと して使用するよ うに指定

するこ と もできます。 または、 7-4 ページの 「XML パーサおよびト ランス

フォーマのコンフ ィグレーシ ョ ン タスク」 で説明されているよ うに、 XML レジ
ス ト リ を使用する こ とで特定の DOCTYPE で使用するよ うに指定する こ と もで

きます。 [SAX パーサ ファ ク ト リ ] フ ィールドを 
weblogic.xml.babel.jaxp.SAXParserFactoryImpl に設定します。

新しい XML ドキュメン トの生成

この節では、 DOM ドキュ メ ン ト  ツ リーから  JSP を使用して  XML ドキュ メ ン ト

を生成する方法について説明します。

注意 : XML ス ト リー ミ ング API によ り  XML ドキュ メ ン ト を生成する方法の詳

細については、第 4 章 「WebLogic XML Streaming API の使い方」 を参照
して ください。

DOM ドキュメン ト  ツリーからの XML の生成

この節では、 DOM ドキュ メ ン ト  ツ リーから  XML ドキュ メ ン ト を作成する以下

の 2 つの方法について説明します。

� Apache serialize ク ラスを使用する場合

� JAXP Transformer ク ラスを使用する場合
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Apache serialize クラスを使用する場合

DOM ドキュ メ ン ト  ツ リーから  XML ドキュ メ ン ト を生成するには、

weblogic.apache.xml.serialize ク ラスを使用する と、 DOM ドキュ メン ト  ツ
リーを  XML テキス ト に変換できます。 このク ラスの詳細については、

weblogic.apache.xml.serialize の Javadoc を参照して ください。

次のコード例では、 このク ラスの使い方を示します。

注意 : 次の例では、 JAXP を使用しない代わりに、 Apache 固有の API を直接使
用します。

package test;

import java.io.OutputStreamWriter;
import java.util.Date;
import java.text.DateFormat;

import org.w3c.dom.Document;
import org.w3c.dom.Element;

import weblogic.apache.xerces.dom.DocumentImpl;
import weblogic.apache.xml.serialize.DOMSerializer;
import weblogic.apache.xml.serialize.XMLSerializer;

public class WriteXML {

  public static void main(String[] args) throws Exception {

    // DOM ツリーを作成
    Document doc= new DocumentImpl();
    Element message = doc.createElement("message");
    doc.appendChild(message);
    Element text = doc.createElement("text");
    text.appendChild(doc.createTextNode("Hello world."));
    message.appendChild(text);
    Element timestamp = doc.createElement("timestamp");
    timestamp.appendChild( 
      doc.createTextNode(
               DateFormat.getDateInstance().format(new Date()))
    );
    message.appendChild(timestamp);

    // DOM を XML テキストにシリアライズして stdout に出力
    DOMSerializer xmlSer = 
      new XMLSerializer(new OutputStreamWriter(System.out),null);
    xmlSer.serialize(doc);
  }
}
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JAXP Transformer クラスを使用する場合

コード例の次のセグ メ ン トで示すよ うに、javax.xml.transform.Transformer 
ク ラスを使用して、 DOM オブジェ ク ト を  XML ス ト リームにシ リ アライズでき

ます。

import javax.xml.parsers.DocumentBuilder; 
import javax.xml.parsers.DocumentBuilderFactory;  

import org.w3c.dom.Document;

import javax.xml.transform.Transformer;
import javax.xml.transform.TransformerFactory;
import javax.xml.transform.dom.DOMSource;       
import javax.xml.transform.stream.StreamResult; 

import java.io.*;

...

TransformerFactory trans_factory = 
TransformerFactory.newInstance();
Transformer xml_out = trans_factory.newTransformer();
Properties props = new Properties();
props.put("method", "xml");
xml_out.setOutputProperties(props);
xml_out.transform(new DOMSource(doc), new 
StreamResult(System.out));

例では、 Transformer.transform() メ ソ ッ ドは、 DOM オブジェ ク ト を  XML 
ス ト リームに変換します。transform() メ ソ ッ ドは、doc 変数に格納されている  
DOM ツ リーから作成された javax.xml.transform.dom.DOMSource オブジェ
ク ト を入力と して と り、 それを javax.xml.transform.stream.StreamResult 
オブジェ ク ト に変換して、 結果の XML ドキュ メ ン ト を標準出力に書き出しま

す。

JSP での XML ドキュメン トの生成

通常、 JSP は HTML の生成に使用しますが、 JSP を使用して  XML ドキュ メ ン ト

を生成するこ と もできます。

JSP による  XML の生成には、 以下のよ うに JSP ページのコンテンツ  タイプを設
定する必要があ り ます。
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<%@ page contentType="text/xml"%>
    ... XML document

次のコードでは、 JSP による  XML ドキュ メ ン トの生成例を示します。

<?xml version="1.0">

<%@ page contentType="text/xml" 
import="java.text.DateFormat,java.util.Date" %>

<message>
  <text>
    Hello World.
  </text>
  <timestamp>
<%
out.print(DateFormat.getDateInstance().format(new Date()));
%>
  </timestamp>
</message>

JSP による  XML の生成の詳細については、
http://java.sun.com/products/jsp/html/JSPXML.html を参照して くださ

い。

XML ドキュメン トの変換

変換とは、 XML ドキュ メ ン ト  (変換元 ) を他の形式 (変換結果 ) に変えるこ とで
す。 通常は、別の XML ドキュ メ ン ト、 HTML、無線用マーク付け言語 (Wireless 
Markup Language : WML) に変換されます。 この節では、 JAXP を使用して、 お

よび JSP 内から  JSP タグを使用して XML ドキュ メ ン ト を変換する方法について

説明します。

JAXP による XML データの変換

バージ ョ ン 1.1 の JAXP では、 プラグイン可能の変換が提供されています。 つま

り、 JAXP 準拠の任意の ト ランスフォーマ エンジンを使用できます。
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JAXP は、 XML データをさまざまな形式に変換するために以下のインタフェー

スを提供します。

� javax.xml.transform : このパッケージには、 ドキュ メ ン ト を変換するため

の汎用 API が入っています。 SAX か DOM かに関係な く、 変換元および変

換結果の形式を推測し、 できる限り少ない候補に絞 り込みます。

� javax.xml.transform.stream : このパッケージは、 ス ト リーム固有および 
URI 固有の変換 API を実装します。 特に、 InputStreams と  URL を変換元、
OutputStreams と  URL を変換結果と して指定できる  StreamSource ク ラス
および StreamResult ク ラスを定義します。

� javax.xml.transform.dom : このパッケージは、 DOM 固有の変換 API を実
装します。 特に、 DOM ツ リーを変換元か変換結果、 またはその両方と して

指定できる  DOMSource ク ラスおよび DOMResult ク ラスを定義します。

� javax.xml.transform.sax : このパッケージは、 SAX 固有の変換 API を実
装します。 特に、 org.xml.sax.ContentHandler イベン ト を変換元か変換結

果、 またはその両方と して指定できる  SAXSource ク ラスおよび SAXResult 
ク ラスを定義します。

変換には、 入力と出力の多くの組み合わせがあ り ます。

XML ドキュ メ ン ト変換の詳細な例については、

WL_HOME\samples\server\src\examples\xml\xslt ディ レク ト リ を参照して

ください。 WL_HOME は、 最上位 WebLogic Platform ディ レク ト リです。

JAXP による XML ドキュメン ト変換の例

抜粋した次のコード例では、 JAXP を使用して myXMLdoc.xml を  
mystylesheet.xsl スタイルシート を使用する別の XML ドキュ メン ト に変換す

る方法を示します。

import javax.xml.transform.Transformer;
import javax.xml.transform.TransformerFactory;
import javax.xml.transform.stream.StreamSource;
import javax.xml.transform.stream.StreamResult;

Transformer trans;
TransformerFactory factory = TransformerFactory.newInstance();
String stylesheet = "file://stylesheets/mystylesheet.xsl";
String xml_doc = "file://xml_docs/myXMLdoc.xml";
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trans = factory.newTransformer(new StreamSource(stylesheet));
trans.transform(new StreamSource(xml_doc),
                 new StreamResult(System.out));

DOM ドキュ メ ン ト を  XML ス ト リームに変換する方法の例については、 2-12 
ページの 「JAXP Transformer ク ラスを使用する場合」 を参照して ください。

Xalan API 使用から JAXP 1.1 API への XML コードの変換

アプ リケーシ ョ ンに Xalan 固有のコードが含まれている場合、 それを  JAXP を使
用するよ うに変更する こ と をお勧めします。

この節では、 Xalan API 使用から  JAXP 使用に変換するために XML アプリケー

シ ョ ンで必要な変更を簡単に説明します。 この節では、 よ く似た変換タスクを実

行する  2 つのコード  セグ メ ン ト を比較します。 一方のコード  セグ メ ン トでは 
Xalan API を直接使用し、 も う一方では JAXP を使用します。

次の Java コード  セグメ ン ト では JAXP を使用しています。

import javax.xml.transform.Transformer;
import javax.xml.transform.TransformerFactory;
import javax.xml.transform.stream.StreamSource;
import javax.xml.transform.stream.StreamResult;

...

Transformer trans;
TransformerFactory factory = TransformerFactory.newInstance();
String stylesheet = "file://stylesheets/mystylesheet.xsl";
String xml_doc = "file://xml_docs/myXMLdoc.xml";

trans = factory.newTransformer(new StreamSource(stylesheet));
trans.transform(new StreamSource(xml_doc),
                 new StreamResult(System.out));

次の Java コード  セグメ ン ト では Xalan API を直接使用しています。

 /*
 * このサンプル コードは、Apache Software Foundation により
 * 提供されているコードからの引用であり、
 * 多くの個人から有志の協力を得て完成した。
 * 元のソフトウェア著作権は以下のとおり
 * copyright (c) 1999, Lotus Development Corporation.,
 * http://www.lotus.com。Apache Software Foundation に関する情報につい
ては
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 * <http://www.apache.org/> を参照
 */

import org.apache.xalan.xslt.XSLTProcessorFactory;
import org.apache.xalan.xslt.XSLTInputSource;
import org.apache.xalan.xslt.XSLTResultTarget;
import org.apache.xalan.xslt.XSLTProcessor;

...

XSLTProcessor processor = XSLTProcessorFactory.getProcessor();

String stylesheet = "file://stylesheets/mystylesheet.xsl";
String xml_doc = "file://xml_docs/myXMLdoc.xml";

processor.process(new XSLTInputSource(xml_doc),
                      new XSLTInputSource(stylesheet),
                      new XSLTResultTarget(System.out));

次の表では、 前の例で XML ドキュ メ ン ト の変換に使用した Xalan と  JAXP のイ

ンタフェースおよびメ ソ ッ ドの名前を示します。 この表を基に、 既存の Xalan ア
プ リケーシ ョ ンを完全な JAXP アプ リケーシ ョ ンに変換してください。

注意 : この表は、 Xalan と  JAXP の間のマッピング全体ではな く、 前の例で使

用したメ イン ク ラスおよびメ ソ ッ ドのみを示します。 各 API の詳細につ
いては、Apache および Sun の Web サイ ト  (http://www.apache.org および 
http://java.sun.com/xml/index.html) を参照して ください。

表 2-1  Xalan と  JAXP のクラスとインタフェースの対応

クラスまたはインタフェー

スの説明

Xalan 1.X JAXP 1.1

XML ドキュ メ ン トの変換に
使用する メ イン  ク ラ ス

XSLTProcessor Transformer

ト ランスフォーマ オブジェ
ク トの作成に使用するファ

ク ト リ  ク ラ ス

XSLTProcessorFactory TransformerFactory

ファ ク ト リの新しいインス

タンスの作成に使用する メ

ソ ッ ド

なし TransformerFactory.newIns
tance()

新しい ト ランスフォーマ  オ
ブジェ ク トの作成に使用す

る メ ソ ッ ド

XSLTProcessorFactory.getP
rocessor()

TransformerFactory.newTra
nsformer()
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JSP タグによる XML ドキュメン トの変換

WebLogic Server では、 JSP 内から  XSLT ト ランスフォーマに簡単にアクセスす
るための小規模な JSP タグ  ライブラ リが提供されます。 このタグを使用する と  
XML ドキュ メン ト を HTML、 WML などに変換できますが、 必須ではあ り ませ

ん。

JSP タグ  ライブラ リは、 メ イン  タグの x:xslt と  x:xslt タグの内部で使用でき

る  2 つのサブタグ (x:stylesheet および x:xml) で構成されます。

XSLT JSP タグ構文

XSLT JSP タグ構文は XML を基にしています。 JSP タグは、 開始タグ、 本文 (省
略可能 )、 対応する終了タグで構成されます。 開始タグには要素名と属性 (省略
可能 ) が含まれます。

次の構文では、 WebLogic Server で提供される  3 つの XSLT JSP タグを JSP で使
用する方法について示します。 属性は省略可能です。 また、 x:stylesheet  お
よび x:xml タグも省略可能です。 構文に続 く表では、 x:xslt および 
x:stylesheet タグの属性について示します。 x:xml タグには属性はあ り ませ

ん。

<x:xslt  [xml="uri of XML file"]
         [media="media type to determine stylesheet"]
         [stylesheet="uri of stylesheet"]
    <x:xml>In-line XML goes here

XML ドキュ メ ン ト または 
XSL スタ イルシート などの

変換元を保持するク ラ ス

XSLTInputSource StreamSource

変換結果を保持する ク ラス XSLTResultTarget StreamResult

変換を実行する メ ソ ッ ド XSLTProcessor.process() Transformer.transform()

表 2-1  Xalan と  JAXP のクラスとインタフェースの対応

クラスまたはインタフェー

スの説明

Xalan 1.X JAXP 1.1
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    </x:xml>
    <x:stylesheet [media="media type to determine stylesheet"]
                  [uri="uri of stylesheet"]
    </x:stylesheet>
</x:xslt>

次の表に、 x:xslt タグの属性を示します。

表 2-2  x:xslt JSP タグの属性

x:xslt タグ
の属性

必須 データ型 説明

xml No String 変換する  XML ファ イルの場所を指定する。 場所は、 タグ
が使用される  Web アプリ ケーシ ョ ンのドキュ メ ン ト  ルー
トへの相対パス。

media No String HTML または WML など、 ドキュ メ ン トの出力タイプを定
義する。 このタ イプによって、 XML ドキュ メ ン トの変換
時に使用するスタイルシートが決定される。

この属性は、 x:xslt タグの本文の内部で x:stylesheet 
タグで囲まれた media 属性と組み合わせて使用できる。
x:xslt タグの media 属性の値は x:stylesheet タグに囲
まれた media 属性の値と比較される。 値が等しい場合、
x:stylesheet タグの uri 属性で指定されたスタイルシー
トが XML ドキュ メ ン トに適用される。

注意 : 同じ  x:xslt タグ内で media 属性と  stylesheet 属
性の両方を設定する とエラーが発生する。

stylesheet No String XML ドキュ メ ン トの変換に使用するスタ イルシートの場

所を指定する。 場所は、 タグが使用される  Web アプ リケー

シ ョ ンのドキュ メ ン ト  ルー トへの相対パス。

注意 : 同じ  x:xslt タグ内で media 属性と  stylesheet 属
性の両方を設定する とエラーが発生する。
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次の表に、 x:stylesheet タグの属性を示します。

XSLT JSP タグの使い方

x:xslt タグは本文の有無に関係な く使用でき、 属性は省略可能です。 この節で

は、 本文や 1 つまたは複数の属性を指定したかど うかによってタグの動作を決定

するルールについて説明します。

x:xslt JSP タグが空タグ  ( 本文なし ) の場合、 以下の説明が適用されます。

� 属性が設定されていない場合、 XML ドキュ メ ン トはサーブレッ トのパス

とデフォルトのメデ ィア スタイルシートで処理されます。 XML ファ イル
で、 <?xml-stylesheet> 処理指示を使用してデフォルトのメディア スタ
イルシート を指定します。 デフォルトのスタイルシートには media 属性
はあ り ません。

この処理のタイプでは、 XSLT 処理を実行するファ イル サーブレ ッ ト と
してタグ拡張を含む JSP ページを登録できます。

� media 属性のみが設定されている場合、 XML ドキュ メ ン トは、 サーブ

レ ッ ト のパス と指定されたメデ ィア タイプを使用して処理されます。

表 2-3  x:stylesheet JSP タグの属性

x:stylesheet 
タグの属性

必須 データ型 説明

media No String HTML または WML など、 ドキュ メ ン トの出力タイプ
を定義する。 このタ イプによって、 XML ドキュ メ ン ト
の変換時に使用するスタ イルシー トが決定される。

この属性は x:xslt タグに囲まれた media 属性と組み
合わせて使用する。 x:xslt タグの  media 属性の値は 
x:stylesheet タグに囲まれた media 属性の値と比較
される。 値が等しい場合、 x:stylesheet タグの uri 
属性で指定されたスタ イルシートが XML ドキュ メ ン ト
に適用される。

uri No String media 属性の値が、 x:xslt タグに囲まれた media 属
性の値と一致する場合に使用するスタ イルシー トの場

所を指定する。 場所は、 タグが使用される  Web アプ リ

ケーシ ョ ンのドキュ メ ン ト  ルートへの相対パス。
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x:xslt タグの media タイプ属性の値は、 XML ドキュ メ ン トにある  
<?xml-stylesheet> 処理指示の media 属性の値と比較されます。 一致し

た場合は対応するスタイルシートが適用されます。 一致しない場合はデ

フォルトのメディア スタイルシートが使用されます。 メディア タイプ属
性は、 ドキュ メ ン ト の出力タイプ (XML、 HTML、 ポス ト ス ク リプ ト、

WML など ) の定義に使用します。 この機能を使用する と、 ドキュ メ ン ト

の出力タイプご とにスタイルシート をま とめるこ とができます。

� xml 属性のみが設定されている場合、 指定した XML ドキュ メ ン トはデ

フォルトのメディア スタイルシートで処理されます。

� media および xml 属性を設定する と、 指定した XML ドキュ メ ン トは指

定したメディア タイプを使用して処理されます。

� stylesheet 属性が定義されている場合、 XML ドキュ メ ン トは指定した

スタイルシートで処理されます。

警告 : 同じ  x:xslt タグ内で media 属性と  stylesheet 属性の両方を設定する と

エラーが発生します。

本文がある  XSLT JSP タグは、 <x:xml> タグまたは <x:stylesheet> タグを含ん
でいる場合があ り ます。 以下の説明が適用されます。

� <x:xml> タグを使用する と、 XML ドキュ メ ン ト をインライン処理用に指

定できます。 このタグには属性はあ り ません。

� <x:stylesheet> タグは、 属性を指定しない場合、 デフォルトのスタイル

シート をインラ インで指定できます。

� <x:stylesheet> タグの uri 属性を使用して、 デフォルト  スタイルシー
トの場所を指定します。

� さまざまな メディア タイプご とに異なるスタイルシート を指定する場合

は、 media 属性に異なる値を指定して、 複数の <x:stylesheet> タグを
使用できます。 タグの本文でメデ ィア タイプご とのスタイルシート を指

定した り、 uri 属性を使ってスタイルシートの場所を指定した りできま

す。
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XSLT JSP タグによる XML ドキュ メン トの変換

XSLT JSP タグで XML ドキュ メ ン ト を変換するには、 以下の手順を実行します。

1. WL_HOME\server\ext ディ レ ク ト リの xmlx.zip ファ イルを開いて、
xmlx-tags.jar ファ イルを  Web アプリケーシ ョ ンの /lib ディ レク ト リに移

動します。 BEA Home は、 WebLogic Server 配布キッ ト をインス トールした最

上位ディ レ ク ト リです。

2. <taglib> エン ト リ を  web.xml ファ イルに追加します。 次に例を示します。

<taglib>
  <taglib-uri>xmlx.tld</taglib-uri>
  <taglib-location>/WEB-INF/lib/xmlx-tags.jar</taglib-location>
</taglib>

3.  タグを使用するには、 次の行を JSP ページに追加します。

<%@ taglib uri="xmlx.tld" prefix="x"%>

4. ト ランスフォーマをコンフ ィグレーシ ョ ンします。 以下の手順では、 ト ラン

スフォーマのコンフ ィグレーシ ョ ンの一般的な方法を示します。

a. 次のコード行を入力して xslt.jsp ファ イルを作成します。

<%@ taglib uri="xmlx.tld" prefix="x"%><x:xslt/>

b. 次のよ うに、 xslt.jsp ファ イルを  web.xml ファ イルに登録します。

<servlet>
   <servlet-name>myxsltinterceptor</servlet-name>
   <jsp-file>xslt.jsp</jsp-file>
</servlet>
<servlet-mapping>
   <servlet-name>myxsltinterceptor</servlet-name>
   <url-pattern>/xslt/*</url-pattern>
</servlet-mapping>

c. XML、 DTD、 XSL ドキュ メン ト またはサーブレッ ト を  Web アプリ ケー

シ ョ ンに配置します。

d. xslt プレフ ィ ッ ク スを  XML ドキュ メ ン ト のパス名に追加 ( たとえば、

docs/fred.xml を  xslt/docs/fred.xml に変更 ) し、 ドキュ メ ン トにア

クセスします。 web.xml ファ イルの <url-pattern> エン ト リによって、

WebLogic Server は、XML ドキュ メ ン トで自動的に XSLT ト ランスフォー
マを実行し、 ドキュ メ ン ト にデフォルトのスタイルシート を設定します。
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e. メディア タイプを定義するには、XML ドキュ メ ン ト のメディア タイプと

出力のコンテンツ  タイプを指定するコードを  JSP に追加します。

f. メディア タイプを xslt タグに渡して、 応答オブジェ ク トのコンテンツ  
タイプを設定します。

注意 : 他の形の XSLT JSP タグは、スタイルシートが XML ドキュ メ ン ト で指定

されていない場合または XML スタイルシートがインラ インで生成され

る場合に使用されます。

JSP での XSLT JSP タグの使用例

JSP から抜粋した以下のコードは、 XSLT JSP タグを使用し、 JSP を要求する ク

ライアン トのタイプにしたがって、XML を  HTML または WML に変換する方法

を示します。 JSP は、 ク ライアン トがブラウザの場合は HTML を返し、 無線デ
バイスの場合は WML を返します。

最初に、 JSP は HttpServletRequest オブジェ ク ト の getHeader() メ ソ ッ ドを
使用して、 JSP を要求する ク ライアン トのタイプを識別します。 次に、 myMedia 
変数を  wml または html に適切に設定します。 JSP で myMedia 変数を html に設
定した場合は、 content 変数に含まれる  XML ドキュ メ ン ト に html.xsl スタイ
ルシートが適用されます。 同様に、 JSP で myMedia 変数を wml に設定した場合

は、 wml.xsl スタイルシートが適用されます。

<%
   String clientType = request.getHeader("User-Agent");
   // デフォルトは WML クライアント
   String myMedia = "wml";

   // クライアントが HTML ブラウザの場合

   if (clientType.indexOf("Mozilla") != -1) {
      myMedia = "http"
   }
%>

<x:xslt media="<%=myMedia%>">
  <x:xml><%=content%></x:xml>
  <x:stylesheet media="html" uri="html.xsl"/>
  <x:stylesheet media="wml"  uri="wml.xsl"/>
</x:xslt>
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組み込みト ランスフォーマ以外のト ランスフォーマ

の使用

WebLogic Server の XML レジス ト リ  (Administration Console でコンフ ィグレー

シ ョ ン ) では、 以下の項目をコンフ ィグレーシ ョ ンします。

� 組み込みト ランスフォーマをサーバ全体の ト ランスフォーマと して使用

します。

� 組み込みト ランスフォーマ以外の ト ランスフォーマをサーバ全体のト ラ

ンスフォーマと して使用します。 ト ランスフォーマは JAXP 準拠でな く

てはな り ません。

XML レジス ト リ で変換オプシ ョ ンをコンフ ィグレーシ ョ ンする手順について

は、 7-4 ページの 「XML パーサおよびト ランスフォーマのコンフ ィグレーシ ョ

ン タスク」 を参照して ください。
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ング

以下の節では、 特定のアプ リケーシ ョ ンのためにパーサ、 ト ランスフォーマ、 外

部エンテ ィテ ィ、 外部エンテ ィテ ィ  キャ ッシュをコンフ ィグレーシ ョ ンする方

法について説明します。

� アプ リケーシ ョ ン スコーピングの概要

� weblogic-application.xml ファ イル

� エンタープラ イズ アプリケーシ ョ ン用のパーサまたは ト ランスフォーマのコ

ンフ ィグレーシ ョ ン

� エンタープラ イズ アプリケーシ ョ ン用の外部エンテ ィテ ィのコンフ ィグレー

シ ョ ン

� エンタープラ イズ アプリケーシ ョ ン用の外部エンテ ィテ ィ  キャ ッシュのコ
ンフ ィグレーシ ョ ン

アプリケーション スコーピングの概要

アプ リケーシ ョ ン スコーピングとは、 WebLogic Server コンフ ィグレーシ ョ ン全

体ではな く、 特定のエンタープライズ アプリケーシ ョ ン用の リ ソースをコン

フ ィグレーシ ョ ンする こ とです。 XML の場合、 リ ソース と しては、 パーサ、 ト

ランスフォーマ、 外部エンテ ィテ ィ、 外部エンテ ィテ ィ  キャ ッシュ  コンフ ィグ
レーシ ョ ンなどがあ り ます。 アプ リケーシ ョ ン スコーピングの大きな メ リ ッ ト

は、 特定のアプ リケーシ ョ ン用のリ ソースをアプリ ケーシ ョ ン自体から分離する

こ とです。 アプ リケーシ ョ ン スコーピングによ り、 アプ リケーシ ョ ンご とに異

なるパーサをコンフ ィグレーシ ョ ンするこ と、 EAR ファ イルや展開されたエン

タープラ イズ ディ レク ト リ内のアプリケーシ ョ ン用の DTD を保管するこ となど

ができます。
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3 XML アプリケーシ ョ ン スコーピング
アプリケーシ ョ ン スコーピングを使用する も う  1 つのメ リ ッ トは、 リ ソースを  
EAR ファ イルと関連付けるこ とによ り、 WebLogic Server の別のインスタンス

で、 そのサーバの リ ソースをコンフ ィグレーシ ョ ンせずにこの EAR ファ イルを
実行できるこ とです。

特定のアプリケーシ ョ ン用の XML リ ソースをコンフ ィグレーシ ョ ンするには、

EAR ファ イルまたは展開されたエンタープライズ ディ レ ク ト リの META-INF ディ
レク ト リにある  weblogic-application.xml デプロイ メ ン ト記述子ファ イルに

情報を追加します。

注意 : WebLogic Server インスタンス用のパーサ、 ト ランスフォーマ、 外部エン

テ ィテ ィ  リ ソースをコンフ ィグレーシ ョ ンするには、第 7 章 「WebLogic 
Server XML の管理」 で説明するよ うに、 Administration Console を使用
します。

weblogic-application.xml ファイル

weblogic-application.xml ファ イルは、 エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ン

用の WebLogic Server 独特のデプロイ メ ン ト記述子です。 このファ イルには、 エ

ンタープラ イズ アプ リケーシ ョ ンによ り使用される  XML、 JDBC、 EJB などの
リ ソースに関するコンフ ィグレーシ ョ ン情報が入れられます。 標準 J2EE デプロ

イ メ ン ト記述子は、 application.xml と呼ばれます。

次のサンプル ファ イル weblogic-application.xml は、 あるエンタープライズ 
アプリケーシ ョ ン用の XML リ ソースをコンフ ィグレーシ ョ ンする方法を示して

います。 各種要素の本文は太字で示します。

<weblogic-application>
  ...
  <xml>
     <parser-factory>
        <saxparser-factory>
           weblogic.xml.babel.jaxp.SAXParserFactoryImpl
        </saxparser-factory>
        <document-builder-factory>
           org.apache.xerces.jaxp.DocumentBuilderFactoryImpl
        </document-builder-factory>
        <transformer-factory>
          org.apache.xalan.processor.TransformerFactoryImpl
        </transformer-factory>
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weblogic-application.xml フ ァイル
     </parser-factory>
     <entity-mapping>
       <entity-mapping-name>My Mapping</entity-mapping-name>
       <public-id>-//BEA Systems, Inc.//DTD for cars//EN</public-id>
       <system-id>http://www.bea.com/dtds/car.dtd</system-id>
       <entity-uri>dtds/car.dtd</entity-uri>
     </entity-mapping>
  </xml>
</weblogic-application>

XML リ ソースをコンフ ィグレーシ ョ ンするためのメ イン要素は、 <xml>です。

次の図に、 <xml>要素のサブ要素を示し、 その後の節で各要素について説明しま

す。
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3 XML アプリケーシ ョ ン スコーピング
xml

パーサ、 ト ランスフォーマ、 外部エンテ ィテ ィ、 外部エンテ ィテ ィ  キャ ッシュ
など、 エンタープライズ アプリケーシ ョ ン用 XML リ ソースをコンフ ィグレー

シ ョ ンするためのメ イン要素。

xml?

parser-factory?

saxparser-factory?

document-builder-factory?

? = 省略可能
+ = 1 つまたは複数 
* = ゼロまたは 1 つ以上 

transformer-factory?

entity-mapping*

entity-mapping-name

public-id?

system-id?

entity-uri?

weblogic-application

when-to-cache?

cache-timeout-interval?
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weblogic-application.xml フ ァイル
parser-factory

エンタープラ イズ アプリケーシ ョ ン用の特定のパーサまたは ト ランスフォーマ

を指定するための親要素。

saxparser-factory

このアプ リケーシ ョ ンで SAX スタイル解析のために使用されるファ ク ト リ  ク ラ
スを指定する要素。 この要素が指定されていない場合、 WebLogic Server インス
タンスに対して指定されたデフォルト  SAX パーサ ファ ク ト リが使用されます。

document-builder-factory

このアプ リケーシ ョ ンで DOM スタイル解析のために使用されるファ ク ト リ  ク
ラスを指定する要素。 この要素が指定されていない場合、 WebLogic Server イン
スタンスに対して指定されたデフォルト  DOM パーサ ファ ク ト リが使用されま

す。

transformer-factory

このアプ リケーシ ョ ンで javax.xml.transform パッケージによ り ドキュ メ ン ト

を変換する場合に使用されるファ ク ト リ  ク ラスを指定する要素。 この要素が指

定されていない場合、 WebLogic Server インスタンスに対して指定されたデフォ

ルト  XSLT ト ランスフォーマ ファ ク ト リが使用されます。

entity-mapping

DTD やスキーマなど、 XML ファ イル内のエンテ ィテ ィ宣言をエンテ ィテ ィの

ローカル コピーにマッピングするための親要素。
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entity-mapping-name

エンテ ィテ ィ  マッピング宣言の名前を指定する要素。

public-id

次のよ う なエンテ ィテ ィのパブリ ッ ク  ID を指定する要素。

 -//BEA Systems, Inc.//DTD for cars//EN.

system-id

次のよ う なエンテ ィテ ィのシステム ID を指定する要素。

http://www.bea.com/dtds/car.dtd

entity-uri

エンテ ィテ ィの URI を指定する要素。 このパスは、 EAR アーカイブまたは展開
ディ レク ト リのメ イン ディ レク ト リ を基準とする相対パスです。

たとえば、 dtds/car.dtd は、 メ イン  EAR アーカイブ (META-INF ディ レ ク ト リ
と同じレベル ) に dtds とい う名前のディ レク ト リがあ り、 そこに car.dtd とい
う名前のファ イルがある こ と を示します。

when-to-cache

外部エンテ ィテ ィ をキャ ッシュする時期を指定する要素。 有効な値は次のとおり

です。
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エン タープライズ アプリケーシ ョ ン用のパーサまたはト ランスフォーマのコンフ ィ グ
� [ 参照時 ] - WebLogic Server は、エンテ ィテ ィが XML ドキュ メ ン ト で初めて

参照されたと きに、 URL で参照される外部エンテ ィテ ィ をキャ ッシュしま

す。

� [初期化時 ] - WebLogic Server は、サーバ起動時にエンテ ィテ ィ をキャ ッシュ
します。

� [ キャ ッシュしない ] - WebLogic Server は、外部エンテ ィテ ィ をキャ ッシュし
ません。

デフォルト値は cache-on-reference です。

cache-timeout-interval

キャ ッシュ された外部エンテ ィテ ィが古く なる  (期限切れになる ) までの秒数を
指定する要素。 キャ ッシュ されたコピーがこの期間を超えた場合、 WebLogic 
Server は、 EAR アーカイブまたは展開ディ レ ク ト リのメ イン ディ レク ト リ を基

準に指定された相対 URL またはパス名から外部エンテ ィテ ィ を再取得します。

このフ ィールドのデフォルト値は、 120 秒です。

エンタープライズ アプリケーショ ン用の
パーサまたはト ランスフォーマのコンフ ィ

グレーション

XML アプリケーシ ョ ンが、 WebLogic Server に対してコンフ ィグレーシ ョ ンさ

れた組み込みパーサまたは ト ランスフォーマと異なるパーサまたは ト ランス

フォーマを使用するよ うに指定できます。 それには、 XML アプリ ケーシ ョ ンの

入っている  EAR ファ イルまたは展開ディ レ ク ト リの 
weblogic-application.xml を更新します。

エンタープラ イズ アプリケーシ ョ ン用に組み込み以外のパーサまたは ト ランス

フォーマをコンフ ィグレーシ ョ ンするには、 以下の手順を実行します。
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3 XML アプリケーシ ョ ン スコーピング
1. <xml> 要素の <parser-factory> サブ要素を使用し、 エンタープライズ アプ
リケーシ ョ ンのために、 SAX および DOM スタイル解析用および XSLT 変換
用のファ ク ト リ  ク ラスをコンフ ィグレーシ ョ ンします。 次に例を示します。

     <parser-factory>
        <saxparser-factory>
           weblogic.xml.babel.jaxp.SAXParserFactoryImpl
        </saxparser-factory>
        <document-builder-factory>
           org.apache.xerces.jaxp.DocumentBuilderFactoryImpl
        </document-builder-factory>
        <transformer-factory>
          org.apache.xalan.processor.TransformerFactoryImpl
        </transformer-factory>
     </parser-factory>

この weblogic-application.xml ファ イルに対応するアプ リケーシ ョ ンで

は、 SAX スタイル解析には 
weblogic.xml.babel.jaxp.SAXParserFactoryImpl ファ ク ト リ  ク ラス、
DOM スタイル解析には 
org.apache.xerces.jaxp.DocumentBuilderFactoryImpl ファ ク ト リ  ク ラ
ス、 XSLT変換には 
org.apache.xalan.processor.TransformerFactoryImpl ク ラスが使用さ

れます。

2. パーサ ク ラスまたは ト ランスフォーマ ク ラスを EAR アーカイブに対して

ローカルにするには、 対象のク ラスの入っている  JAR ファ イルを EAR ファ
イルの任意の場所に置き、 META-INF/MANIFEST.MF ファ イル内の 
Class-Path 変数を更新します。

たとえば、 ディ レク ト リ  lib/xml にある  myparser.jar とい う名前の JAR 
ファ イルにパーサ ク ラスまたは ト ランスフォーマ ク ラスを置 くには、 以下

に示すよ うに MANIFEST.MF ファ イルを更新します。

Manifest-Version: 1.0
Created-By: 1.3.1_01 (Sun Microsystems Inc.)
Class-Path: lib/xml/myparser.jar

3. パーサ ク ラスまたは ト ランスフォーマ ク ラスを EAR アーカイブ以外の場所
に格納する場合は、 ク ラスの入っている  JAR ファ イルの完全パス名を含むよ

うに WebLogic Server CLASSPATH 変数を必ず更新してください。
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エンタープライズ アプリケーシ ョ ン用の外部エンテ ィ テ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン
エンタープライズ アプリケーショ ン用の外
部エンティテ ィのコンフ ィグレーション

DTD などの外部エンテ ィテ ィは、 Web から取得するだけでなく、 そのローカル 
コピーを  EAR アーカイブまたは展開ディ レ ク ト リに格納しておく こ と もできま

す。

エンタープラ イズ アプリケーシ ョ ン用の外部エンテ ィテ ィ をコンフ ィグレー

シ ョ ンするには、 以下の手順を実行します。

1. EAR アーカイブのメ イン ディ レ ク ト リの下にディ レク ト リ  
lib/xml/registry を作成します。

2. DTD のよ う な外部エンテ ィテ ィ をそのディ レク ト リにコピーします。

3. weblogic-application.xml ファ イルを更新し、 <xml> 要素の 
<entity-mapping> サブ要素を使用して、 アプ リ ケーシ ョ ンによ り処理され

る  XML ファ イルのエンテ ィテ ィ宣言にエンテ ィテ ィの名前をマップします。

以下に例を示します。

     <entity-mapping>
       <entity-mapping-name>My Mapping</entity-mapping-name>
       <public-id>-//BEA Systems, Inc.//DTD for cars//EN</public-id>
       <system-id>http://www.bea.com/dtds/car.dtd</system-id>
       <entity-uri>dtds/car.dtd</entity-uri>
     </entity-mapping>

この例では、 car.dtd とい う  DTD のローカル コピーが EAR アーカイブま
たは展開ディ レク ト リのメ イン  デ ィ レク ト リの下の 
lib/xml/registry/dtds ディ レク ト リに格納されます。 このエンテ ィテ ィ

のパブリ ッ ク  ID は -//BEA Systems, Inc.//DTD for cars//EN で、 シス
テム  ID は http://www.bea.com/dtds/car.dtd です。 アプ リケーシ ョ ンが 
XML ファ イルの解析中に、 これらの ID のいずれかを使用しているエンテ ィ

テ ィ宣言を検出する と、 その宣言は car.dtd ファ イルに置き換えられます。

注意 : エンテ ィテ ィのローカル コピーをマップする各エンテ ィテ ィ宣言につい

て、 <entity-mapping> 要素を指定して ください。
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3 XML アプリケーシ ョ ン スコーピング
エンタープライズ アプリケーション用の外
部エンティティ  キャッシュのコンフ ィグ
レーション

サーバ起動時、 またはエンテ ィテ ィの最初の参照時のいずれかに、 EAR アーカ
イブのメ イン ディ レク ト リ を基準にした相対 URL またはパス名で参照される外

部エンテ ィテ ィ を  WebLogic Server がキャ ッシュするよ うに指定できます。

外部エンテ ィテ ィ をキャ ッシュする と、 リモート  アクセス時間が節約されるだ

けでな く、 ネッ ト ワークまたは管理サーバのダウンによ り  XML ドキュ メ ン トの

解析中に管理サーバにアクセスできな く なった場合には、 ローカル バッ クアッ

プを利用できます。

キャ ッシュされたエンテ ィテ ィについて、 WebLogic Server が URL または EAR 
のディ レ ク ト リからエンテ ィテ ィ を再取得して再キャ ッシュする間隔 (有効期限
) をコンフ ィグレーシ ョ ンできます。

エンタープライズ アプリケーシ ョ ン用の外部エンテ ィテ ィ  キャ ッシュをコン
フ ィグレーシ ョ ンするには、 <entity-mapping> 要素の <when-to-cache> サブ
要素と  <cache-timeout-interval> サブ要素を使用します。 以下に例を示しま

す。

     <entity-mapping>
       <entity-mapping-name>My Mapping</entity-mapping-name>
       <public-id>-//BEA Systems, Inc.//DTD for cars//EN</public-id>
       <system-id>http://www.bea.com/dtds/car.dtd</system-id>
       <entity-uri>dtds/car.dtd</entity-uri>
      <when-to-cache>cache-at-initialization</when-to-cache>
       <cache-timeout-interval>300</cache-timeout-interval>
     </entity-mapping>

この例では、car.dtd が EAR アーカイブまたは展開ディ レ ク ト リのメ イン ディ
レク ト リの下の lib/xml/registry/dtds ディ レク ト リに格納されます。

WebLogic Server の最初の起動時に DTD のコピーがメモ リにキャ ッシュされ、

以後は、 キャ ッシュされたコピーが 300 秒以上格納されている場合にリ フレッ

シュされます。
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4 WebLogic XML Streaming API の
使い方

以下の節では、 WebLogic XML Streaming API によ り  XML ドキュ メ ン ト の解析

と生成を行 う方法について説明します。

� 4-1 ページの 「WebLogic XML Streaming API の概要」

� 4-3 ページの 「WebLogic XML Streaming API の Javadoc」

� 4-3 ページの 「XML ドキュ メ ン ト の解析 : 一般的手順」

� 4-21 ページの 「新しい XML ドキュ メ ン トの生成 : 一般的手順」

WebLogic XML Streaming API の概要

WebLogic XML Streaming API は、XML ドキュ メ ン ト の解析と生成を簡単に直感

的に行える方法を提供します。 SAX API に似ていますが、 複雑な XML ドキュ メ
ン ト を処理する際の煩雑さの原因になる  SAX イベン ト  ハンド ラを書く必要はな

く、 手順の流れに従って XML ドキュ メ ン ト を処理できます。 つま り、

Streaming API では、 SAX API よ り解析を綿密に制御できます。

SAX を使用して XML ドキュ メ ン ト を解析する場合、 プログラムでは、 イベン

ト発生時に解析を リ スンするイベン ト  リ スナを作成し、 特定のイベン ト を請求

するのではなく、 イベン ト に対して対応する必要があ り ます。 一方、 Streaming 
API を使用する場合は、 XML ドキュ メ ン ト を手順の流れに沿って処理する こ と、

特定のタイプのイベン ト  (要素の開始など ) を請求するこ と、 要素の属性を繰り

返し処理するこ と、 ドキュ メ ン ト の先頭をスキップするこ と、 任意の時点で処理

を停止する こ と、 特定の要素のサブ要素を取得するこ と、 指定どおりに要素を

フ ィルタするこ とができます。 イベン トに対応するのではな く、 イベン ト を請求

するので、 Streaming API を使用する方法は、 「プル解析」 と呼ばれる こ と もあ り

ます。
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4 WebLogic XML Streaming API の使い方
Streaming API によ り、オペレーテ ィング システム上の XML ファ イル、DOM ツ
リー、 SAX イベン ト のセッ ト など、 多くのタイプの XML ドキュ メ ン ト を解析

できます。 これらの XML ドキュ メ ン ト をイベン トのス ト リーム、 すなわち 
XMLInputStream、 に変換し、 このス ト リームを順に処理して、 要素の開始、 ド

キュ メ ン トの終了などのイベン ト を必要に応じてスタ ッ クから取得します。

WebLogic Streaming API は、 デフォル ト  パーサと して WebLogic FastParser を使
用します。

Streaming API による  XML ドキュ メ ン ト解析の詳細なサンプルについては、

WL_HOME\samples\server\src\examples\xml\orderParser ディ レ ク ト リ を
参照して ください。 WL_HOME は、 最上位 WebLogic Platform ディ レク ト リです。

次の表で、WebLogic Streaming API の主なインタフェース と ク ラスについて説明

します。

表 4-1  XML Streaming API のインタフェースとクラス

インタフェースまたはクラス 説明

XMLInputStreamFactory XML ドキュ メ ン ト解析用の XMLInputStream 
オブジェ ク ト を作成するために使用されるファ

ク ト リ。

XMLInputStream イベン トの入力ス ト リームを入れるために使用

されるインタフェース。

BufferedXMLInputStream XMLInputStream インタフェースでス ト リーム
のマーキングと リセッ ト を行える よ うにするた

めの拡張。

XMLOutputStreamFactory XML ドキュ メ ン ト生成用の XMLOutputStream 
オブジェ ク ト を作成するために使用されるファ

ク ト リ。

XMLOutputStream イベン ト を書き込むために使用されるインタ

フェース。

ElementFactory この API で使用されるインタフェースのインス
タンスを作成するためのユーテ ィ リ テ ィ。
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WebLogic XML Streaming API の Javadoc

以下の Javadoc には、 この章で説明した WebLogic XML Streaming API 機能に加
え、 詳し く説明されていない機能に関する リ ファレンスが掲載されています。

� weblogic.xml.stream

� weblogic.xml.stream.util

XML ドキュメン トの解析 : 一般的手順

以下の手順は、 WebLogic XML Streaming API によ り  XML ドキュ メ ン ト の解析

と操作を行 う一般的手順について説明したものです。

最初の 2 つの手順は必須です。 その後の手順は、 XML ファ イルをどのよ うに処

理するかに応じて実行します。

1. weblogic.xml.stream.* ク ラスをインポート します。

XMLEvent 要素の開始、 要素の終了など、 XML ドキュ メ
ン トでのすべてのタイプのイベン トのための

ベース  インタフェース。

StartElement XMLEvent サブ インタフェースの最重要部。
XML ドキュ メ ン トの開始要素に関する情報を
取得するために使用される。

AttributeIterator 要素の属性のセッ ト を繰り返し処理するために

使用されるオブジェ ク ト。

Attribute 要素の特定の属性を記述するオブジェ ク ト。

表 4-1  XML Streaming API のインタフェースとクラス

インタフェースまたはクラス 説明
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2. XML ファ イル、 DOM ツ リー、 または SAX イベン トのセッ ト からイベン ト

の XML ス ト リームを取得します。 XML ス ト リームをフ ィルタするこ とによ

り、 特定のタイプのイベン ト 、 特定の要素の名前などのみを取得するこ と も

できます。 4-7 ページの 「XML 入力ス ト リームの取得」 を参照して くださ

い。

3. ス ト リームを繰り返し処理し、 汎用 XMLEvent タイプを返します。 4-12 ペー
ジの 「ス ト リームの繰り返し処理」 を参照して ください。

4. 汎用 XMLEvent タイプのそれぞれについて、 イベン ト  タイプを判別します。
イベン ト  タイプには、 XML ドキュ メ ン ト 、 要素の終了、 エンテ ィテ ィ参照

などがあ り ます。 4-12 ページの 「特定の XMLEvent タイプの判別」 を参照

して ください。

5. 要素の属性を取得します。 4-16 ページの 「要素の属性の取得」 を参照して く

ださい。

6. イベン ト全体のスキップ、 特定のイベン トのスキップなどによ り、 ス ト リー

ムを位置決めします。 4-18 ページの 「ス ト リームの位置決め」 を参照して く

ださい。

7. 要素の子を取得します。 4-19 ページの 「サブス ト リームの取得」 を参照して

ください。

8. ス ト リームをク ローズします。 4-21 ページの 「入力ス ト リームのクローズ」

を参照して ください。

XML ドキュメン ト解析の例

以下の節では、 XML Streaming API によ り  XML ドキュ メン ト を解析する例を示

します。

このプログラムは、 XML ファ イルを表わす 1 つのパラ メータを取り、 そのファ

イルを  XML 入力ス ト リームに変換します。 次に、 ス ト リームを繰 り返し処理

し、 XML 要素の開始、 XML ドキュ メ ン トの終了など、 各イベン ト のタイプを

判別します。 開始要素、 終了要素、 および要素の本文を形成する文字データの 3 
つのタイプのイベン トについては、情報がプ リ ン ト アウ ト されます。 コ メ ン トや 
XML ドキュ メ ン トの開始など、 その他のタイプのイベン ト については、 何も行

われません。
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注意 : 太字のコードについては、 例の後の節で詳し く説明します。

package examples.xml.stream;

import weblogic.xml.stream.Attribute;
import weblogic.xml.stream.AttributeIterator;
import weblogic.xml.stream.ChangePrefixMapping;
import weblogic.xml.stream.CharacterData;
import weblogic.xml.stream.Comment;
import weblogic.xml.stream.XMLEvent;
import weblogic.xml.stream.EndDocument;
import weblogic.xml.stream.EndElement;
import weblogic.xml.stream.EntityReference;
import weblogic.xml.stream.ProcessingInstruction;
import weblogic.xml.stream.Space;
import weblogic.xml.stream.StartDocument;
import weblogic.xml.stream.StartPrefixMapping;
import weblogic.xml.stream.StartElement;
import weblogic.xml.stream.EndPrefixMapping;
import weblogic.xml.stream.XMLInputStream;
import weblogic.xml.stream.XMLInputStreamFactory;
import weblogic.xml.stream.XMLName;
import weblogic.xml.stream.XMLStreamException;

import java.io.FileInputStream;
import java.io.FileNotFoundException;

public class ComplexParse {

  /**
   * ストリームでハンドルを取得するためのヘルパー メソッド
   * 名前で取得し、ストリームを戻す
   * このメソッドは、InputStreamFactory を使用して、
   * XMLInputStream のインスタンスを作成する
   * @param name 解析するファイル
   * @return XMLInputStream 解析するストリーム
   */
  public XMLInputStream getStream(String name)
    throws XMLStreamException, FileNotFoundException
  {
    XMLInputStreamFactory factory = XMLInputStreamFactory.newInstance();
    XMLInputStream stream = factory.newInputStream(new FileInputStream(name));
    return stream;
  }

  /**
   *  要素の開始、ドキュメントの終了など、
   *  イベントのタイプを識別する
   *  イベントのタイプが START_ELEMENT, END_ELEMENT または
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   *  CHARACTER_DATA である場合、メソッドは該当する情報を
   *  プリントアウトする。そうでない場合、何もしない
   *  @param event 解析された XML イベント
   */
  public void parse(XMLEvent event)
    throws XMLStreamException
  {
    switch(event.getType()) {
    case XMLEvent.START_ELEMENT:
      StartElement startElement = (StartElement) event;
      System.out.print("<" + startElement.getName().getQualifiedName() );
      AttributeIterator attributes = startElement.getAttributesAndNamespaces();
      while(attributes.hasNext()){
        Attribute attribute = attributes.next();
        System.out.print(" " + attribute.getName().getQualifiedName() + 
                          "='" + attribute.getValue() + "'");
      }
      System.out.print(">");
      break;
    case XMLEvent.END_ELEMENT:
      System.out.print("</" + event.getName().getQualifiedName() +">");
      break;
    case XMLEvent.SPACE:
    case XMLEvent.CHARACTER_DATA:
      CharacterData characterData = (CharacterData) event;
      System.out.print(characterData.getContent());
      break;
    case XMLEvent.COMMENT:
      // コメントを出力
      break;
    case XMLEvent.PROCESSING_INSTRUCTION:
      // ProcessingInstruction を出力
      break;
    case XMLEvent.START_DOCUMENT:
      // StartDocument を出力
      break;
    case XMLEvent.END_DOCUMENT:
      // EndDocument を出力
      break;
    case XMLEvent.START_PREFIX_MAPPING:
      // StartPrefixMapping を出力
      break;
    case XMLEvent.END_PREFIX_MAPPING:
      // EndPrefixMapping を出力
      break;
    case XMLEvent.CHANGE_PREFIX_MAPPING:
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      // ChangePrefixMapping を出力
      break;
    case XMLEvent.ENTITY_REFERENCE:
      // EntityReference を出力
      break;
    case XMLEvent.NULL_ELEMENT:
      throw new XMLStreamException("Attempt to write a null event.");
    default:
      throw new XMLStreamException("Attempt to write unknown event
                                    ["+event.getType()+"]");
    }
  }
  /**
   * ストリーム全体を繰り返し処理するヘルパー メソッド
   * @param name 解析するファイル
   */
  public void parse(XMLInputStream stream)
    throws XMLStreamException
  {
    while(stream.hasNext()) {
      XMLEvent event = stream.next();
      parse(event);
    }
    stream.close();
  }

  /** メイン メソッド。XML 入力ストリームに変換される
   *  XML ファイルを表わす 1 つの引数を取る
   */
  public static void main(String args[])
    throws Exception
  {
    ComplexParse complexParse= new ComplexParse();
    complexParse.parse(complexParse.getStream(args[0]));
  }
}

XML 入力スト リームの取得

XML Streaming API によ り、 XML ファ イル DOM ツ リー、 SAX イベン ト など、
さまざまなオブジェ ク ト をイベン トのス ト リームに変換できます。

次の例で、 XML ファ イルからイベン トのス ト リームを変換する方法を示しま
す。
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XMLInputStreamFactory factory = XMLInputStreamFactory.newInstance();
XMLInputStream stream = factory.newInputStream(new FileInputStream(name));

まず、 XMLInputStreamFactory の新しいインスタンスを作成し、 次に、 この
ファ ク ト リ を使用して、 name 変数で参照される  XML ファ イルから新しい 
XMLInputStream を作成します。

次の例では、 DOM ツ リーからス ト リームを作成する方法を示します。

DocumentBuilderFactory dbf = DocumentBuilderFactory.newInstance();
dbf.setValidating(false);
dbf.setNamespaceAware(true);
DocumentBuilder db = dbf.newDocumentBuilder();
Document doc = db.parse(new java.io.File(file));
XMLInputStream stream = XMLInputStreamFactory.newInstance().newInputStream(doc);

バッファ された XML 入力スト リームの取得

XMLInputStream オブジェク トの繰り返し処理を終了した後は、 このス ト リーム

に再度アクセスするこ とはできません。 ただし、 再度ス ト リームを処理する必要

がある場合、 たとえば、 ス ト リームを別のアプリ ケーシ ョ ンに送信した り、 別の

方法で再度繰り返し処理した りする場合は、 XMLInputStream オブジェ ク ト では
な く、 BufferedXMLInputStream オブジェ ク ト を使用できます。

バッファ された XML 入力ス ト リームを作成するには、
XMLInputStreamFactory ク ラスの newBufferedInputStream() メ ソ ッ ドを使
用します。 以下に例を示します。

XMLInputStreamFactory factory = XMLInputStreamFactory.newInstance();
BufferedXMLInputStream bufstream =
    factory.newBufferedInputStream(factory.newInputStream(new 
    FileInputStream(name)));

BufferedXMLInputStream オブジェ ク トの mark() メ ソ ッ ド と  reset() メ ソ ッ
ドによ り、 ス ト リームの特定のスポッ ト をマーク し、 ス ト リームの処理を続け、

マーク したスポッ ト に戻るよ うにス ト リームを リ セッ ト できます。 詳細について

は、 4-20 ページの 「バッファ された  XML 入力ス ト リームのマーキングと リ セッ
ト 」 を参照して ください。
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XML スト リームのフ ィルタ リング

XML ス ト リームのフ ィルタ リ ング とは、 指定したタイプのオブジェ ク ト のみの
入ったス ト リームを作成するこ とです。 たとえば、 開始要素、 終了要素、 および 
XML 要素の本文をマークアップする文字データのみの入ったス ト リームを作成
できます。 別の例では、 指定した名前を持つ要素のみがス ト リームに出現するよ

うに XML ス ト リームをフ ィルタ リ ングする こ と もできます。

XML ス ト リームをフ ィルタするには、
XMLInputStreamFactory.newInputStream() メ ソ ッ ドに対する  2 番目のパラ
メータ と してフ ィルタ  ク ラスを指定します。 フ ィルタ  ク ラスに対するパラ メー
タ と して XML ス ト リームに入れるイベン ト を指定します。 次の例では、
TypeFilter ク ラスによ り、 結果の XML ス ト リームに XML の開始要素と終了
要素、 および文字データのみを入れるよ うに指定する方法を示します。

import weblogic.xml.stream.util.TypeFilter;

XMLInputStreamFactory factory = XMLInputStreamFactory.newInstance();
XMLInputStream stream = factory.newInputStream(new FileInputStream(name), 
                        new TypeFilter(XMLEvent.START_ELEMENT |
                                       XMLEvent.END_ELEMENT |
                                       XMLEvent.CHARACTER_DATA));
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次の表で、 WebLogic XML Streaming API に用意されているフ ィルタについて説
明します。 これらは、 weblogic.xml.stream.util パッケージの一部です。

カスタム フ ィルタの作成

API に入っているフ ィルタがニーズに合わない場合は、 独自のフ ィルタを作成す
る こ と もできます。

表 4-2  

フ ィルタの名前 説明 使用例

TypeFilter XMLEvent.START_ELEMENT、

XMLEvent.END_ELEMENT など、
指定されたイベン ト  タ イプに基
づいて  XML ス ト リームをフ ィル
タする。 イベン ト  タイプの詳細
な リ ス トは、 4-12 ページの 「特

定の XMLEvent タイプの判別」
参照。

TypeFilter は、 入力と して整数
ビッ ト マス クを取る。 例に示す

とおり、 このビッ ト マス クを作

成するには、 値の OR (論理和 ) 
を取る。

new TypeFilter 
(XMLEvent.START_ELEMENT |
 XMLEvent.END_ELEMENT |
 XMLEvent.CHARACTER_DATA)

NameFilter XML ドキュ メ ン ト内の要素の名
前に基づいて  XML ス ト リームを
フ ィルタする。

new NameFilter ("Book")

NameSpaceFilter 指定されたネームスペース  URI 
に基づいて  XML ス ト リームを
フ ィルタする。

new NameSpaceFilter 
("http://namespace.org")

NamespaceTypeFilter 指定されたイベン ト  タ イプと
ネームスペース  URI に基づいて  
XML ス ト リームをフ ィルタす
る。 このフ ィルタは、

TypeFilter と  
NameSpaceFilter の機能を結合
したものである。

new NamespaceFilter 
("http://namespace.org", 
XMLEvent.START_ELEMENT)

この例は、 すべての開始要素が

指定されたネームスペースを

持っているス ト リームを返す。
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1. ElementFilter インタフェースを実装し、 accept(XMLEvent) とい う名前の

メ ソ ッ ドの入ったク ラスを作成します。 このメ ソ ッ ドは、 特定のイベン ト を

ス ト リームに追加するかど うかを  
XMLInputStreamFactory.newInputStream() メ ソ ッ ドに通知します。 以下
に例を示します。

package my.filters;

import weblogic.xml.stream.XMLName;
import weblogic.xml.stream.ElementFilter;
import weblogic.xml.stream.events.NullEvent;

public class SuperDooperFilter implements ElementFilter {

  protected String name;

  public SuperDooperFilter(String name)
  {
    this.name = name;
  }

  public boolean accept(XMLEvent e) {
    if (name.equals(e.getName().getLocalName()))
      return true;
    return false;
  }
}

2. XML アプリ ケーシ ョ ンで、 新しいフ ィルタ  ク ラスをインポート しているこ

とを確認します。

import my.filters.SuperDooperFilter

3. newInputStream() メ ソ ッ ドに対する  2 番目のパラ メータ と してフ ィルタを
指定します。 これは、 XML ス ト リームに入れるイベン ト のタイプを、 フ ィ
ルタ  ク ラスが必要とするフォーマッ トでク ラス  フ ィルタに渡します。

XMLInputStreamFactory factory = XMLInputStreamFactory.newInstance();
XMLInputStream stream = factory.newInputStream(new FileInputStream(name), 
                        new SuperDooperFilter(param));
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スト リームの繰り返し処理

イベン ト のス ト リームが完成した後、 次の手順は、 XMLInputStream.next() メ
ソ ッ ド と  XMLInputStream.hasNext() メ ソ ッ ドによ り、 イベン ト のス ト リーム
を手順に沿って処理する こ とです。 以下に例を示します。

    while(stream.hasNext()) {
      XMLEvent event = stream.next();
      System.out.print(event);
    }

特定の XMLEvent タイプの判別

XMLInputStream.next() メ ソ ッ ドは、 タイプ XMLEvent のオブジェ ク ト を返し
ます。 XMLEvent には、 このイベン ト が、 XML ドキュ メ ン ト の開始、 要素の終
了、 エンティテ ィ参照などのどれであるかをさ らに分類するサブインタフェース

があ り ます。 XMLEvent インタフェースには、 対応するフ ィールド、 すなわち定
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数、 ならびに実際のイベン ト を識別するために使用できる メ ソ ッ ドのセッ ト も
入っています。 次の図に、 XMLEvent インタフェース とそのサブインタフェース
の階層を示します。

次の表に、 XML ス ト リームの解析時に特定のイベン ト を識別するために使用で
きる  XMLEvent ク ラスのサブク ラス とフ ィールドを リ ス ト します。

XMLEvent

ChangePrefixMapping

Comment

Space

CharacterData

EndDocument

EndElement

EndPrefixMapping

EntityReference

ProcessingInstruction

StartDocument

StartElement

StartPrefixMapping

表 4-3  XMLEvent クラスのサブクラスとフ ィールド

XMLEvent サブ

クラス

サブクラスを識別するため

に使用される XMLEvent 
クラスのフ ィールド

サブクラスを識別す

るために使用される

メソッ ド

サブクラス イベント

の説明

ChangePrefixMapp
ing

CHANGE_PREFIX_MAPPIN
G

isChangePrefixMapping プレフ ィ ッ クス  マッ
ピングが古いネーム

スペースから新しい

ネームスペースに変

更されたこ とを示す。
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CharacterData CHARACTER_DATA isCharacterData 返された XMLEvent 
オブジェク トに要素

の本文からの文字

データが入っている

こ とを示す。

Comment COMMENT isComment 返された XMLEvent 
オブジェク トに XML 
コ メ ン トが入ってい

る こ と を示す。

EndDocument END_DOCUMENT isEndDocument XML ドキュ メ ン トの
終了を示す。

EndElement END_ELEMENT isEndElement XML ドキュ メ ン トの
要素の終了を示す。

EndPrefixMapping END_PREFIX_MAPPING isEndPrefixMapping プレフ ィ ッ クス  マッ
ピングがスコープの

範囲外になったこ と

を示す。

EntityReference ENTITY_REFERENCE isEntityReference 返された XMLEvent 
オブジェク トにエン

テ ィテ ィ参照が入っ

ている こ と を示す。

ProcessingInstructi
on

PROCESSING_INSTRUCTI
ON

isProcessingInstruction 返された XMLEvent 
オブジェク トに処理

指示が入っている こ

と を示す。

Space SPACE isSpace 返された XMLEvent 
オブジェク トにホワ

イ ト スペースが入っ

ている こ と を示す。

StartDocument START_DOCUMENT isStartDocument XML ドキュ メ ン トの
開始を示す。

表 4-3  XMLEvent クラスのサブクラスとフ ィールド

XMLEvent サブ

クラス

サブクラスを識別するため

に使用される XMLEvent 
クラスのフ ィールド

サブクラスを識別す

るために使用される

メソッ ド

サブクラス イベント

の説明
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次の例では、 Java case 文を使用して、 XMLInputStream.next() メ ソ ッ ドによ
り返されたイベン トのタイプを判別する方法を示します。 簡単にするため、 この

例では、 見つかったイベン ト をそのままプ リ ン ト します。 イベン ト をさ らに処理

する方法は、 その後の節で示します。

    switch(event.getType()) {
    case XMLEvent.START_ELEMENT:
      // 要素の開始
      System.out.println ("Start Element\n");
      break;

    case XMLEvent.END_ELEMENT:
      // 要素の終了
      System.out.println ("End Element\n");
      break;

    case XMLEvent.PROCESSING_INSTRUCTION:
      // 処理指示
      System.out.println ("Processing instruction\n");
      break;

    case XMLEvent.SPACE:
      // ホワイトスペース
      System.out.println ("White space\n");
      break;

    case XMLEvent.CHARACTER_DATA:
      // 文字データ
      System.out.println ("Character data\n");
      break;

StartElement START_ELEMENT isStartElement XML ドキュ メ ン トの
要素の開始を示す。

StartPrefixMappin
g

START_PREFIX_MAPPING isStartPrefixMapping プレフ ィ ッ クス  マッ
ピングがそのスコー

プを開始したこ とを

示す。

表 4-3  XMLEvent クラスのサブクラスとフ ィールド

XMLEvent サブ

クラス

サブクラスを識別するため

に使用される XMLEvent 
クラスのフ ィールド

サブクラスを識別す

るために使用される

メソッ ド

サブクラス イベント

の説明
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    case XMLEvent.COMMENT:
      // コメント
      System.out.println ("Comment\n");
      break;

    case XMLEvent.START_DOCUMENT:
      // XML ドキュメントの開始
      System.out.println ("Start Document\n");
      break;

    case XMLEvent.END_DOCUMENT:
      // XML ドキュメントの終了
      System.out.println ("End Document\n");
      break;

    case XMLEvent.START_PREFIX_MAPPING:
      // プレフィックス マッピング スコープの開始
      System.out.println ("Start prefix mapping\n");
      break;

    case XMLEvent.END_PREFIX_MAPPING:
      // プレフィックス マッピング スコープの終了
      System.out.println ("End prefix mapping\n");
      break;

    case XMLEvent.CHANGE_PREFIX_MAPPING:
      // プレフィックス マッピングがネームスペースを変更
      System.out.println ("Change prefix mapping\n");
      break;

    case XMLEvent.ENTITY_REFERENCE:
      // エンティティ参照
      System.out.println ("Entity reference\n");
      break;
    default:

      throw new XMLStreamException("Attempt to parse unknown event 
                                    [" + event.getType() + "]");
    }

要素の属性の取得

XML ドキュ メ ン トの要素の属性を取得するには、 まず、
XMLInputStream.next() メ ソ ッ ドによ り返された  XMLEvent オブジェク ト を  
StartElement オブジェ ク トに対してキャス トする必要があ り ます。
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要素が何個の属性を持っているか分からないため、 まず、 属性のリ ス ト全体を入
れる  AttributeIterator オブジェ ク ト を作成してから、 属性がなく なるまで リ
ス ト を繰り返し処理します。 次の例で、 4-12 ページの 「ス ト リームの繰り返し

処理」 に示した  switch 文の START_ELEMENT case の一部と してこれを行う方法

を示します。

case XMLEvent.START_ELEMENT:

    StartElement startElement = (StartElement) event;
    System.out.print("<" + startElement.getName().getQualifiedName() );
    AttributeIterator attributes = startElement.getAttributesAndNamespaces();
    while(attributes.hasNext()){
      Attribute attribute = attributes.next();
      System.out.print(" " + attribute.getName().getQualifiedName() + 
                        "='" + attribute.getValue() + "'");
    }
    System.out.print(">");
    break;

この例では、 まず、 返された XMLEvent を  StartElement にキャス トするこ とに
よ り、 StartElement オブジェ ク ト を作成します。 次に、
StartElement.getAttributesAndNamespaces() メ ソ ッ ドを使用して 
AttributeIterator オブジェ ク ト を作成し、 AttributeIterator.hasNext() 
メ ソ ッ ドを使用して属性を繰り返し処理します。 Attribute それぞれについて、
Attributes.getName().getQualifiedName() メ ソ ッ ド と  
Attribute.getValue() メ ソ ッ ドを使用し、 属性の名前と値を返します。

getNamespace() メ ソ ッ ド と  getAttributes() メ ソ ッ ドによ り、 ネームスペー
スまたは属性のみを返すこ と もできます。
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スト リームの位置決め

次の表で、 ス ト リームの特定の位置までスキップするために使用できる  
XMLInputStream インタフェースのメ ソ ッ ドについて説明します。

次の例では、 入力ス ト リームを繰り返し処理する基本コードを修正し、 XML 要
素の本文の文字データをスキップする方法を示します。

    while(stream.hasNext()) {
      XMLEvent peek = stream.peek();
      if (peek.getType() == XMLEvent.CHARACTER_DATA ) {
        stream.skip();
        continue;

表 4-4  入力スト リームの位置決めのために使用されるメソッ ド

XMLInputStream のメソッ ド 説明

skip() 入力ス ト リームを次のス ト リーム  イベン トに位置決め
する。

注意 : 次のイベン トは、 XML ファ イル内の実際の要
素である とは限らない。 コ メ ン トやホワイ ト

スペースの場合もある。

skip(int) 入力ス ト リームをこのタ イプの次のイベン トに位置決

めする。

イベン ト  タ イプの例と しては、
XMLEvent.START_ELEMENT や 
XMLEvent.END_DOCUMENT などがある。 イベン ト  タ イ
プの詳細な リ ス トは、 表 4-3 を参照。

skip(XMLName) 入力ス ト リームをこの名前の次のイベン トに位置決め

する。

skip(XMLName, int) 入力ス ト リームをこの名前と タ イプの次のイベン トに

位置決めする。

skipElement() 次の要素にスキップする  (現在の要素のサブ要素には
スキップしない )。

peek() ス ト リームから実際には読み込まずに、 次のイベン ト

をチェ ッ クする。
4-18 WebLogic XML プログラマーズ ガイ ド



XML ドキュ メン トの解析 : 一般的手順
      }
      XMLEvent event = stream.next();
      parse(event);
    }

この例は、 XMLInputStream.peek() メ ソ ッ ドを使用してス ト リーム上の次のイ
ベン ト を判別する方法を示しています。 イベン ト のタイプが 
XMLEvent.CHARACTER_DATA である場合、 そのイベン トはスキップされ、 次のイ
ベン ト に進みます。

サブスト リームの取得

すべてのサブ要素も含め、 次の要素のコピーを取得するには、

XMLInputStream.getSubStream() メ ソ ッ ドを使用します。 getSubstream() メ
ソ ッ ドは、 XMLInputStream オブジェ ク ト を返します。 親ス ト リーム  ( または 
getSubStream() を呼び出したス ト リーム ) での位置は移動しません。 親ス ト
リームでは、 getSubStream() で取得した要素をスキップしたい場合、
skipElement() メ ソ ッ ドを使用します。

getSubStream() メ ソ ッ ドは、 検出された  START_ELEMENT イベン ト と  
END_ELEMENT イベン トの数を記録し、 その数が等し く なる と  (すなわち、 完全な
次の要素が見つかる と ) 停止して、 結果のサブス ト リームを  XMLInputStream オ
ブジェ ク ト と して返します。

たとえば、 XML Streaming API を使用して以下の XML ドキュ メ ン ト を解析する
と します。 ただし、 <content> タグ と  </content> タグに囲まれたサブス ト リー
ムのみを対象にします。

<book>
  <title>The History of the World</title>
  <author>Juliet Shackell</author>
  <publisher>CrazyDays Publishing</publisher>
  <content>
      <chapter title='Just a Speck of Dust'>
        <synopsis>The world as a speck of dust</synopsis>
        <para>Once the world was just a speck of dust...</para>
      </chapter>
      <chapter title='Life Appears'>
        <synopsis>Move over dust, here comes life.</synopsis>
        <para>Happily, the dust got a companion: life...</para>
      </chapter>
   </content>
</book>
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次のコード  (抜粋 ) は、 <content> 開始要素タグをスキップし、 サブス ト リーム
を取得し、独立した ComplexParse オブジェ ク ト を使用してそのサブス ト リーム
を解析する方法を示しています。

     if (stream.skip( ElementFactory.createXMLName("content")))
       {
          ComplexParse complexParse = new ComplexParse();
          complexParse.parse(stream.getSubStream());
       }

前の XML ドキュ メ ン トでこのメ ソ ッ ドを呼び出すと、 以下の出力が得られま
す。

<content>
      <chapter title='Just a Speck of Dust'>
        <synopsis>The world as a speck of dust</synopsis>
        <para>Once the world was just a speck of dust...</para>
      </chapter>
      <chapter title='Life Appears'>
        <synopsis>Move over dust, here comes life.</synopsis>
        <para>Happily, the dust got a companion: life...</para>
      </chapter>
</content>

バッファされた XML 入力スト リームのマーキング
とリセッ ト

BufferedXMLInputStream オブジェ ク ト を使用する場合、 mark() メ ソ ッ ド と  
reset() メ ソ ッ ドによ り、 ス ト リームの特定のスポッ ト をマーク し、 ス ト リー
ムの処理を続けた後、 マーク したスポッ トに戻るよ うにス ト リームを リセッ ト で

きます。 この 2 つのメ ソ ッ ドは、 最初に繰り返し処理をした後で、 ス ト リームを

さ らに操作したい場合に便利です。

注意 : バッファ されたス ト リームをマーキングせずに読み取った場合、 直前に

読み取ったものにアクセスするこ とはできません。 つま り、 ス ト リーム

はバッファ されるだけであ り、 自動的にス ト リームを再読み取りできる

こ とを意味するわけではあ り ません。 まずス ト リームをマーク しておく

必要があ り ます。

次の例で、 BufferedXMLInputStream オブジェ ク トの一般的な使い方を示しま
す。
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    XMLInputStreamFactory factory = XMLInputStreamFactory.newInstance();
    BufferedXMLInputStream bufstream =
    factory.newBufferedInputStream(factory.newInputStream(new 
                FileInputStream(name)));

    // ストリームの開始をマーク
    bufstream.mark();

    // ストリームをローカルに処理
    bufferedParse.parse(bufstream);

    // ストリームをマークにリセット
    bufstream.reset();

    // 別のアプリケーションにストリームを送信
    ComplexParse complexParse =  new ComplexParse();
    complexParse.parse(bufstream);

入力スト リームのクローズ

プログラ ミ ング慣行と して、 XML 入力ス ト リームでの作業終了時に入力ス ト
リームを明示的にク ローズします。 入力ス ト リームをク ローズするには、

XMLInputStream.close() メ ソ ッ ドを使用します。 以下に例を示します。

// 入力ストリームのクローズ
input.close();

新しい XML ドキュメン トの生成 : 一般的手
順

次の手順では、 WebLogic XML Streaming API によ り新しい XML ドキュ メ ン ト
を生成する一般的手順について説明します。

最初の 2 つの手順は必須です。 その後の手順は、 XML ファ イルをどのよ うに生
成するかに応じて実行します。

1. weblogic.xml.stream.* ク ラスをインポート します。
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2. XML ドキュ メ ン ト を書き込むための XML 出力ス ト リームを作成しま
す。4-25 ページの 「XML 出力ス ト リームの作成」 を参照して ください。

3. XML 出力ス ト リームにイベン ト を追加します。 4-26 ページの 「出力ス ト

リームへの要素の追加」 を参照して ください。

4. XML 出力ス ト リームに属性を追加します。 4-26 ページの 「出力ス ト リーム

の要素への属性の追加」 を参照して ください。

5. 出力ス ト リームに入力ス ト リームを追加します。4-27 ページの 「出力ス ト

リームへの入力ス ト リームの追加」 を参照して ください。

6. 出力ス ト リームを出力します。4-28 ページの 「出力ス ト リームの出力」 を参

照して ください。

7. 出力ス ト リームをク ローズします。 4-29 ページの 「出力ス ト リームのク ロー

ズ」 を参照して ください。

XML ドキュメン ト生成の例

以下の節では、 XML Streaming API によ り  XML ドキュ メン ト を生成する例を示
します。

このプログラムでは、 まず、 PrintWriter オブジェク ト に基づいて出力ス ト
リームを作成し、 次に、 その出力ス ト リームに要素を追加して、 プログラムのコ

メ ン トに説明されているよ うに、 単純な  XML 発注書を作成します。 また、 別の 
XML ファ イルに基づく入力ス ト リームを出力ス ト リームに追加する方法も示し

ます。

注意 : サンプルの後の節に、 さ らに詳しい説明があ り ます。

package examples.xml.stream;

import weblogic.xml.stream.XMLInputStream;
import weblogic.xml.stream.XMLOutputStream;
import weblogic.xml.stream.XMLInputStreamFactory;
import weblogic.xml.stream.XMLName;
import weblogic.xml.stream.XMLEvent;
import weblogic.xml.stream.StartElement;
import weblogic.xml.stream.EndElement;
import weblogic.xml.stream.Attribute;
import weblogic.xml.stream.ElementFactory;
import weblogic.xml.stream.XMLStreamException;
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import weblogic.xml.stream.XMLOutputStreamFactory;

import java.io.FileInputStream;
import java.io.FileNotFoundException;
import java.io.PrintWriter;

/**
 * 次のような非常に単純な発注書を
 * プリントアウトするプログラム
 *
 * <purchase_order>
 *  <name>Juliet Shackell</name>
 *  <item id="1234" quantity="2">Fabulous Chair</item>
 *  <!-- this is a comment-->
 *  <another_file>
 *    This comes from another file called "another_file.xml"
 *  </another_file>
 * </purchase_order>
 *
 * 上の XML ファイルで、<another_file> 要素は、実際には
 * 別の XML ファイルであり、そのファイルからプログラムに引数が渡され、
 * XMLInputStream に変換された後、出力ストリームに追加される
 */
public class PrintPurchaseOrder {

  /**
   * ストリームでハンドルを取得するためのヘルパー メソッド
   * 名前で取得し、ストリームを戻す
   * このメソッドは、InputStreamFactory を使用して、
   * XMLInputStream のインスタンスを作成する
   * @param name 解析するファイル
   * @return XMLInputStream 解析するストリーム
   */
  public XMLInputStream getInputStream(String name)
    throws XMLStreamException, FileNotFoundException
  {
    XMLInputStreamFactory factory = XMLInputStreamFactory.newInstance();
    XMLInputStream stream = factory.newInputStream(new FileInputStream(name));
    return stream;
  }
  public static void main(String args[])
    throws Exception
  {
    PrintPurchaseOrder printer = new PrintPurchaseOrder();
    //
    // 出力ストリームを作成する
    //
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    XMLOutputStreamFactory factory = XMLOutputStreamFactory.newInstance();
    XMLOutputStream output = factory.newOutputStream(new           
                                        PrintWriter(System.out,true));

   // <purchase_order> ルート要素を追加する
   output.add(ElementFactory.createStartElement("purchase_order"));
   output.add(ElementFactory.createCharacterData("\n"));

   // <name> 要素を追加する
   output.add(ElementFactory.createStartElement("name"));
   output.add(ElementFactory.createCharacterData("Juliet Shackell"));
   output.add(ElementFactory.createEndElement("name"));
   output.add(ElementFactory.createCharacterData("\n"));

   // ID属性および数量属性の入った <item> 要素を追加する
   output.add(ElementFactory.createStartElement("item"));
   output.add(ElementFactory.createAttribute("id","1234"));
   output.add(ElementFactory.createAttribute("quantity","2"));
   output.add(ElementFactory.createCharacterData("Fabulous Chair"));
   output.add(ElementFactory.createEndElement("item"));
   output.add(ElementFactory.createCharacterData("\n"));

    // コメントを追加する
   output.add("<!-- this is a comment-->");
   output.add(ElementFactory.createCharacterData("\n"));

   // 各 XML ファイル引数から入力ストリームを作成し、それを出力に追加する
   for (int i=0; i < args.length; i++)
   //
   // 入力ストリームを取得し、それを出力ストリームに追加する
   //
   output.add(printer.getInputStream(args[i]));

    // 最後に、"purchase_order" ルート要素を終了する
   output.add(ElementFactory.createEndElement("purchase_order"));
   output.add(ElementFactory.createCharacterData("\n")); 

    //
    // 結果を画面に出力する
    //
    output.flush();

   // 出力ストリームをクローズする
   output.close();
  }
}

上のプログラムは、 次の出力を生成します。
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<purchase_order>
  <name>Juliet Shackell</name>
  <item id="1234" quantity="2">Fabulous Chair</item>
  <!-- this is a comment-->
  <another_file>
     This is from another file.
  </another_file>
</purchase_order>

XML 出力スト リームの作成

WebLogic XML Streaming API によ り  XML ドキュ メ ン ト を生成する最初の手順
の 1 つは、 構築される ドキュ メ ン ト を入れるための出力ス ト リームを作成するこ
とです。 XML 出力ス ト リームの作成方法は、 入力ス ト リームの作成方法と似て
います。 まず、 XMLOutputStreamFactory のインスタンスを作成し、 次に 
XMLOutputStreamFactory.newOutputStream() メ ソ ッ ドで出力ス ト リームを
作成します。 以下に例を示します。

    XMLOutputStreamFactory factory = XMLOutputStreamFactory.newInstance();
    XMLOutputStream output = factory.newOutputStream(new
                              PrintWriter(System.out,true));

次の例では、 DOM ツ リーに基づいて XMLOutputStream を作成する方法を示し
ます。

    DocumentBuilderFactory dbf = DocumentBuilderFactory.newInstance();
    dbf.setValidating(false);
    dbf.setNamespaceAware(true);
    Document doc = dbf.newDocumentBuilder().newDocument();
    XMLOutputStream out =
         XMLOutputStreamFactory.newInstance().newOutputStream(doc);

XMLOutputStreamFactory.newOutputStream() メ ソ ッ ドを使用して、以下の 4 
つの Java オブジェ ク トに基づく出力ス ト リームを作成できます。 オブジェク ト

は、 XML ドキュ メ ン トの最終形式を何にするか ( オペレーティ ング  システム上
のファ イル、 DOM ツ リーなど ) に応じて決定します。

� java.io.OutputStream

� java.io.Writer

� org.xml.sax.ContentHandler

� org.w3c.dom.Document
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出力スト リームへの要素の追加

出力ス ト リームに要素を追加するには、 XMLOutputStream.add(XMLEvent) メ
ソ ッ ドを使用します。 特定の要素を作成するには、 ElementFactory を使用しま
す。

ElementFactory インタフェースには、 各タイプの要素を作成するためのメ ソ ッ
ドが入っています。 一般的フォーマッ トは ElementFactory.createXXX() で
す。 XXX は、 createStartElement()、 createCharacterData() などの特定の

要素を表わします。 String または XMLName のよ う な名前を渡すこ とによ り、 大
部分の要素を作成できます。

警告 : XMLOutputStream は XML を検証しません。

注意 : 開始要素を作成するたびに、 終了要素もどこかに明示的に作成する必要

があ り ます。 同じ規則が開始ドキュ メ ン トの作成にも適用されます。

たとえば、 次のよ うな小さな XML を作成する と します。

<name>Georgina Shackell Green</name>

出力ス ト リームにこの要素を追加する  Java コードは次のよ うにな り ます。

   output.add(ElementFactory.createStartElement("name"));
   output.add(ElementFactory.createCharacterData("Georgina Shackell Green"));
   output.add(ElementFactory.createEndElement("name"));
   output.add(ElementFactory.createCharacterData("\n"));

最後の createCharacterData() メ ソ ッ ドは、 出力ス ト リームに改行文字を追加
します。 この指定は必須ではあ り ませんが、 読みやすい XML を作成する と きに
便利です。

出力スト リームの要素への属性の追加

作成した要素に属性を追加するには、 XMLOutputStream.add(Attribute) を使
用します。 特定の属性を作成するには、 ElementFactory.createAttribute() 
メ ソ ッ ドを使用します。

たとえば、 次のよ うな小さな XML を作成する と します。
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<item id="1234" quantity="2">Fabulous Chair</item>

出力ス ト リームにこの要素を追加する  Java コードは次のよ うにな り ます。

   output.add(ElementFactory.createStartElement("item"));
   output.add(ElementFactory.createAttribute("id","1234"));
   output.add(ElementFactory.createAttribute("quantity","2"));
   output.add(ElementFactory.createCharacterData("Fabulous Chair"));
   output.add(ElementFactory.createEndElement("item"));
   output.add(ElementFactory.createCharacterData("\n"));

注意 : 要素への属性の追加は、 開始要素を作成した後、 対応する終了要素の作

成よ り前に行ってください。 そ うでない場合、 コードは正常にコンパイ

ルされますが、 プログラム実行時にエラーが発生します。 たとえば、 次

のコードでは、 <item> 要素が明示的に終了した後に、 この要素に属性が
追加されているので、 エラーが返されます。

   output.add(ElementFactory.createStartElement("item"));
   output.add(ElementFactory.createEndElement("item"));
   output.add(ElementFactory.createAttribute("id","1234"));
   output.add(ElementFactory.createAttribute("quantity","2"));
   output.add(ElementFactory.createCharacterData("Fabulous Chair"));
   output.add(ElementFactory.createCharacterData("\n"));

出力スト リームへの入力スト リームの追加

XML 出力ス ト リームを作成する際、XML ファ イルや DOM ツ リーのよ う な既存
の XML ドキュ メン ト を出力ス ト リームに追加したいこ とがあ り ます。 これを行
うには、 まず、 その XML ドキュ メ ン ト を  XML 入力ス ト リームに変換してから、
XMLOutputStream.add(XMLInputStream) メ ソ ッ ドを使用して出力ス ト リーム
に入力ス ト リームを追加します。

次の例では、 まず、 XML ファ イルから  XML 入力ス ト リームを作成する  
getInputStream() とい う メ ソ ッ ドを示し、 その後、 このメ ソ ッ ドを使用して作成
された入力ス ト リームを出力プログラムに追加する方法を示します。

  /**
   * ストリームでハンドルを取得するためのヘルパー メソッド
   * 名前で取得し、ストリームを戻す
   * このメソッドは、InputStreamFactory を使用して、
   * XMLInputStream のインスタンスを作成する
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   * @param name 解析するファイル
   * @return XMLInputStream 解析するストリーム
   */

  public XMLInputStream getInputStream(String name)
    throws XMLStreamException, FileNotFoundException
  {
    XMLInputStreamFactory factory = XMLInputStreamFactory.newInstance();
    XMLInputStream stream = factory.newInputStream(new FileInputStream(name));
    return stream;
  }

....

   // 各 XML ファイル引数から入力ストリームを作成し、それを出力に追加する

   for (int i=0; i < args.length; i++)
   //
   // 入力ストリームを取得し、それを出力ストリームに追加する
   //
   output.add(printer.getInputStream(args[i]));

出力スト リームの出力

オブジェ ク ト から作成した XML 出力ス ト リームをプ リ ン ト アウ トするには、
XMLOutputStream.flush() メ ソ ッ ドを使用します。 たとえば、 PrintWriter オ
ブジェ ク トから  XML 出力ス ト リームを作成した場合、 そのス ト リームは、
flush() メ ソ ッ ドによ り標準出力に出力されます。

注意 : DOM ツ リーに基づいて XMLOutputStream に書き込む場合、 まず 
flush() メ ソ ッ ドを実行しなければ、 DOM を操作するこ とはできませ
ん。

次の例では、 出力ス ト リームを出力する方法を示します。

    //
    // 結果を画面に出力する
    //
    output.flush();
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出力スト リームのクローズ

プログラ ミ ング慣行と して、 XML 出力ス ト リームでの作業終了時に入力ス ト
リームを明示的にク ローズします。 出力ス ト リームをク ローズするには、

XMLOutputStream.close() メ ソ ッ ドを使用します。 以下に例を示します。

// 出力ストリームをクローズする
output.close();
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5 XML プログラ ミングのベストプラ
クティス

以下の節では、 XML データを処理する  Java アプ リ ケーシ ョ ンを作成する場合の

プログラ ミ ング上の最良の方法について説明します。

� DOM、 SAX、 Streaming API を使用する場合

� XML 検証のパフォーマンスの改善

� XML スキーマまたは DTD を使用する場合

� パフォーマンスを最大にする外部エンティテ ィ解決のコンフ ィグレーシ ョ ン

� SAX InputSource の使用

� 変換のパフォーマンスの向上

DOM、 SAX、 Streaming API を使用する場

合

DOM、 SAX、 Streaming API によ り  XML ドキュ メ ン ト を解析できます。 この節
では、 各 API の長所および短所について説明します。

DOM API は、 小さなドキュ メ ン ト 、 すなわち要素数が 1000 個以下のドキュ メ
ン ト に向いています。 DOM は XML データのツ リーを構成するので、 要素の追
加または削除によ り  XML ドキュ メ ン ト の構造を編集するには理想的です。

DOM API では、 処理を開始する前に、 まず、 XML ドキュ メ ン ト全体を解析し、
DOM ツ リーに変換します。 このコス トは、 ドキュ メ ン ト全体にアクセスする必
要のあるこ とが分かっている場合には有意義です。 XML ドキュ メ ン トの一部に
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しかアクセスする必要のない場合には、 アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスが低

下するだけで、 何のメ リ ッ ト もないこ とがあ り ます。 そのよ う な場合は、 SAX 
または Streaming API が適しています。

SAX API は最も軽い API です。 ユニークな要素名の入った浅いドキュ メ ン ト  (
要素のネス ト があま りないドキュ メ ン ト ) の解析に理想的です。 SAX では、

コールバッ ク構造が使用されます。 つま り、 API と してイベン トの解析を処理す
るプログラマが XML ドキュ メン ト を読み取り ます。 これは、 比較的効率的で迅
速な解析方法です。

ただし、 SAX のコールバッ クの性質上、 XML データの構造を変更する場合に必
ずし も最良の API が使用される とは限 り ません。 また、 コールバッ クを処理す
るアプリ ケーシ ョ ンのプログラ ミ ングは、 分かりやすい直感的なものではあ り ま

せん。

Streaming API は SAX をベースにしているので、 SAX を使用する理由はすべて  
Streaming API にもあてはま り ます。 さ らに、 プログラマはイベン ト発生時にイ
ベン トに対応するのではなく、 イベン ト を請求するので、 Streaming API の方が 
SAX を使用するよ り直感的です。 Streaming API は、 パラ メータ と して  XML ド
キュ メ ン ト全体を渡す場合にも最適です。 入力ス ト リームを渡す方が、 SAX イ
ベン ト を渡すよ り も簡単だからです。最後に、 Streaming API は、 も と も と  XML 
データを Java オブジェ ク ト に バインドするために設計されたものです。

XML 検証のパフォーマンスの改善

パーサ検証問題によ り  XML アプリ ケーシ ョ ンのパフォーマンスが低下していて
も、 XML ドキュ メ ン ト の検証を行う必要がある場合、

DocumentBuilderFactory または SaxParserFactory の setValidating() メ
ソ ッ ドを使用するのではなく、 データを受信または解析する と きに検証する独自

のカスタム コードを書く こ とによ り、 アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスを改

善できる場合があ り ます。
5-2 WebLogic XML プログラマーズ ガイ ド



XML スキーマまたは DTD を使用する場合
SAX または DOM で XML ドキュ メ ン ト解析中の検証をオンにした場合、パーサ
はユーザが実際に必要とするよ り多くの検証を行う こ とがあ り、 その結果、 アプ

リ ケーシ ョ ンの全体的パフォーマンスが低下します。 XML ドキュ メ ン ト が有効
であるかをチェ ッ クする場合は、 ドキュ メ ン トの解析中に適切なポイン ト を選択

し、 それらのポイン ト に独自の Java コードを追加するこ とを検討して ください。

たとえば、 WebLogic XML Streaming API によ り  XML 発注書を処理するアプ リ

ケーシ ョ ンを書く と仮定します。 ドキュ メ ン トの最初の要素は 
<purchase_order> でなければならないこ とが分かっているので、 ス ト リームか
ら最初の要素を取り出し、 その名前をチェ ッ クするこ とによ り、 ドキュ メ ン トが

有効かを迅速に検証できます。 もちろん、 このチェ ッ クは XML ドキュ メ ン ト全
体が有効である こ と を保証する ものではあ り ませんが、 ス ト リームから要素を取

り出しながら、 既知の要素についてさ らにチェ ッ クを続けるこ とができます。 こ

のよ うなク イ ッ ク  チェ ッ クは、 標準の setValidating() メ ソ ッ ドを使用する場
合よ りはるかに高速です。

XML スキーマまたは DTD を使用する場合

XML ドキュ メン ト の構造の記述方法には、 DTD および XML スキーマの 2 種類
があ り ます。

最近は、 スキーマによ り  XML ドキュ メ ン ト を記述する傾向にあ り ます。 スキー
マは、 XML 要素を記述するために利用できるデータ  タイプのセッ トが DTD よ
りはるかに豊富で、 DTD よ り表現力があ り、 XML ドキュ メ ン ト で何が有効であ
るかを詳し く記述できます。 また、 SOAP メ ッセージではスキーマのみを使用で
き、 DTD は使用できません。 SOAP は Web サービスで使用される主要なメ ッ
セージング プロ ト コルであ り、 Web サービスに対する入力パラ メータまたは出
力パラ メータ と して使用される  XML ドキュ メ ン ト を記述するには、 スキーマを
使用するこ とを検討して ください。

DTD にもいくつかの利点があ り ます。 DTD は、 急速に変化しつつあるスキーマ
よ り広い範囲でサポート されています。 DTD はスキーマほどの表現力がないの
で、 作成や管理が簡単です。

BEA Systems では、 XML ドキュ メン ト の記述にはスキーマを使用するこ とをお
勧めします。
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パフォーマンスを最大にする外部エンティ

テ ィ解決のコンフ ィグレーション

外部エンティテ ィは、 いつもネッ ト ワークから取得するのではなく、 可能な限 り
ローカルに格納しておく こ と をお勧めします。 エンティテ ィ をネッ ト ワーク接続

を介して探すよ り も、 WebLogic Server と同じマシン上で探す方がはるかに高速
であるため、 ローカルに格納するこ とでアプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスが向

上します。

WebLogic Server のために外部エンティテ ィ解決をコンフ ィ グレーシ ョ ンする方
法の詳細については、 7-12 ページの 「外部エンティテ ィのコンフ ィグレーシ ョ

ン タスク」 を参照して ください。

SAX InputSource の使用

SAX API によ り  XML ドキュ メ ン ト を解析する場合、 まず XML ドキュ メ ン ト か
ら  InputSource オブジェ ク ト を作成し、 その InputSource オブジェク ト を  
parse() メ ソ ッ ドに渡します。 InputSource オブジェ ク トは、 XML データに基
づいて、 java.io.InputStream オブジェ ク ト または java.io.Reader オブジェ
ク ト から作成できます。

可能な限 り、 java.io.InputStream オブジェ ク トから  InputSource を作成する
こ とをお勧めします。 InputStream オブジェ ク トが渡される と、 SAX パーサは、
XML データの文字エンコーディ ングを自動検出し、 正しい文字エンコーディン

グを使用して、 InputStreamReader オブジェク ト を自動的にインスタンス化し
ます。 つま り、 ユーザに代わってパーサが文字エンコーディ ングのすべての作業
を行うので、 文字エンコーディ ングをユーザ自身が指定する場合よ り、 実行時の

エラーが大幅に減少します。
5-4 WebLogic XML プログラマーズ ガイ ド



変換のパフォーマンスの向上
変換のパフォーマンスの向上

XSLT は、 XML ドキュ メ ン ト を、 別の XML ドキュ メ ン ト、 HTML、 WML な
ど、 異なるフォーマッ トに変換するための言語です。 XSLT を使用するには、 入
力 XML ドキュ メン ト の各要素を出力ドキュ メ ン ト でどのよ うに変換するかを定
義するスタイルシート を作成します。

XSLT は強力な言語ですが、 複雑な変換のためのスタイルシートの作成は非常に

煩雑になる こ とがあ り ます。 また、 実際の変換には大量の リ ソースが必要であ
り、 アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスが低下するこ とがあ り ます。

したがって、 変換が複雑な場合は、 XSLT スタイルシート を使用するのではな

く、 アプ リ ケーシ ョ ンで独自の変換コードを書く こ と を検討して ください。 ま

た、 DOM API の使用も検討して ください。 まず、 XML ドキュ メ ン ト を解析し、
結果の DOM ツ リーを必要に応じて操作し、 それを最終フォーマッ ト に変換する
ための カスタム Java コードを使用して、 新しいドキュ メ ン ト を書き出します。
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6 XML プログラ ミング手法

以下の節では、 XML データを処理する  J2EE アプ リ ケーシ ョ ンを開発するため

の特定の XML プログラ ミ ング手法について説明します。

� Java ク ラ イアン ト と  WebLogic Server との間での XML データの転送

� JMS アプリ ケーシ ョ ンでの XML ドキュ メ ン ト の処理

� HTTP インタフェースを持たない外部エンティテ ィへのアクセス

� XML ドキュ メン ト  ヘッダ情報の取得

Java クライアン ト と  WebLogic Server と
の間での XML データの転送

一般的な  J2EE アプリ ケーシ ョ ンでは、 ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、
XML データを処理するサーブレ ッ ト または JSP に XML データを送信します。
次に、 サーブレ ッ ト または JSP は、 そのデータを JMS 送り先や EJB などの別の 
J2EE コンポーネン ト に送信するか、 または処理した XML データを別の XML ド
キュ メ ン ト の形でク ライアン ト に返します。

Java ク ラ イアン ト から  WebLogic Server にホス ト されたサーブレ ッ ト または JSP 
に XML データを送信し、 ク ラ イアン ト にデータが返されるよ うにするには、
java.net.URLConnection ク ラスを使用します。 このク ラスは、 アプ リ ケー
シ ョ ンと  URL  ( この場合は、 サーブレ ッ ト または JSP を呼び出す URL) の間の
通信リ ンクを表します。 URLConnection ク ラスのインスタンスは、 HTTP POST 
メ ソ ッ ドを使用して XML ドキュ メ ン ト を送信します。

WebLogic XML サンプルから抜粋した次の Java ク ラ イアン ト  プログラムは、 プ
ログラムと  JSP の間で XML データを転送する方法を示しています。
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import java.net.*;
import java.io.*;
import java.util.*;

public class Client {

  public static void main(String[] args) throws Exception {
    if (args.length < 2) {
      System.out.println("Usage:  java examples.xml.Client URL Filename");
    }
    else {
      try {
        URL url = new URL(args[0]);
        String document = args[1];
        FileReader fr = new FileReader(document);
        char[] buffer = new char[1024*10];
        int bytes_read = 0;
        if ((bytes_read = fr.read(buffer)) != -1)
          {
            URLConnection urlc = url.openConnection();
            urlc.setRequestProperty("Content-Type","text/xml");
            urlc.setDoOutput(true);
            urlc.setDoInput(true);
            PrintWriter pw = new PrintWriter(urlc.getOutputStream());

            // XML を JSP に送信
            pw.write(buffer, 0, bytes_read);
            pw.close();

            BufferedReader in = new BufferedReader(new 
InputStreamReader(urlc.getInputStream()));
            String inputLine;
            while ((inputLine = in.readLine()) != null)
                      System.out.println(inputLine);

            in.close();
            }              
          }
          catch (Exception e) {
          e.printStackTrace();
          }
       }
    }
}

この例では、 引数リ ス ト からの URL を使用して JSP への URL 接続をオープン
し、 その接続から出力ス ト リームを取得し、 引数リ ス ト に指定された  XML ド
キュ メ ン ト を出力ス ト リームに出力して、 XML データを JSP に送信する方法を
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示しています。 次に、 URLConnection ク ラスの getInputStream() メ ソ ッ ドで、
JSAP がク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンに返す XML データを読み取る方法を示
します。

サンプル JSP から抜粋した次のコード  セグ メン ト では、 JSP がク ラ イアン ト  ア
プリ ケーシ ョ ンから  XML データを受信し、 XML ドキュ メン ト を解析して、
XML データを返す方法を示しています。

BufferedReader br = new BufferedReader(request.getReader());
DocumentBuilderFactory fact = DocumentBuilderFactory.newInstance();
DocumentBuilder db = fact.newDocumentBuilder();
Document doc = db.parse(new InputSource(br));

...

PrintWriter responseWriter = response.getWriter();
responseWriter.println("<?xml version='1.0'?>");

...
WebLogic サーブレ ッ ト と  JSP アプリ ケーシ ョ ンのプログラ ミ ングの詳細につい
ては、 『WebLogic HTTP サーブレ ッ ト  プログラマーズ ガイ ド』 と 『WebLogic 
JSP プログラマーズ ガイ ド』 を参照して ください。

JMS アプリケーションでの XML ドキュメ

ン トの処理

WebLogic Server は、 JMS アプリ ケーシ ョ ンで XML ドキュ メ ン ト を処理するた
めに一部の Java Message Service (JMS) ク ラスに対して次の拡張を提供していま
す。

� weblogic.jms.extensions.WLSession。 JMS ク ラス  javax.jms.Session 
を拡張します。

� weblogic.jms.extensions.WLQueueSession。 JMS ク ラス  
javax.jms.QueueSession を拡張します。

� weblogic.jms.extensions.WLTopicSession。 JMS ク ラス  
javax.jms.TopicSession を拡張します。
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� weblogic.jms.extensions.XMLMessage。 JMS ク ラス  
javax.jms.XMLMessage を拡張します。

よ り一般的な TextMessage ク ラスではな く、 XMLMessage ク ラスを使用して、
JMS アプ リ ケーシ ョ ンで XML ドキュ メ ン ト を送受信する場合、 XML 固有の
メ ッセージ セレ ク タを使用して不要なメ ッセージをフ ィルタ処理できます。 特
に、 JMS_BEA_SELECT メ ソ ッ ドを使用する と、 XML ドキュ メン ト の XML フラ
グ メ ン ト を検索するための XPath クエ リ を指定できます。 クエ リの結果に基づ
いて、 メ ッセージ コンシューマがメ ッセージを受信しないよ う決定するこ と も
あ り ます。 これによ り、 ネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クを軽減し、 JMS アプリ ケー
シ ョ ンのパフォーマンスを向上させるこ とができます。

XMLMessage ク ラスを使用して JMS アプ リ ケーシ ョ ンに XML メ ッセージを含め
るには、 WLQueueSession オブジェク ト または WLTopicSession オブジェ ク ト の
いずれかを作成する必要があ り ます。 どちらのオブジェ ク ト を作成するかは、

JMS Connection を作成した後に、 汎用オブジェク ト  QueueSession または 
TopicSession ではな く、 JMS キューまたは ト ピッ クを使用するかど うかによ り

ます。 次に、 WLSession インタフェースの createXMLMessage() メ ソ ッ ドを使
用して XMLMessage オブジェ ク ト を使用します。

JMS アプ リ ケーシ ョ ンで XMLMessage オブジェ ク ト を使用する際の詳細について
は、 『WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド』 を参照して ください。

HTTP インタフェースを持たない外部エン

ティテ ィへのアクセス

WebLogic Server は、 外部レポジ ト リにおかれた外部エンティテ ィに、 エンテ ィ
テ ィ を返す URL などの HTTP インタフェースがある場合に限 り、 その外部エン
ティテ ィを自動的に取得およびキャ ッシュできます。 XML レジス ト リで外部エ
ンティテ ィ をコンフ ィグレーシ ョ ンする際の詳細については、 7-12 ページの
「外部エンテ ィテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン タスク」 を参照して ください。

HTTP インタフェースを持たないレポジ ト リに格納されている外部エンテ ィテ ィ
にアクセスする場合は、 インタフェースを作成する必要があ り ます。 たとえば、

システム ID、 パブ リ ッ ク  ID、 DTD のテキス ト の列を持つデータベース  テーブ
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XML ドキュ メ ン ト  ヘッダ情報の取得
ルに XML ドキュ メ ン ト用の DTD を格納している と します。 WebLogic XML ア
プリ ケーシ ョ ンから外部エンテ ィテ ィ と して DTD にアクセスする場合、 JDBC 
を使用してデータベースの DTD にアクセスするサーブレ ッ ト を作成できます。

URL でサーブレ ッ ト を呼び出すので、 こ こで外部エンティテ ィに対する  HTTP 
インタフェースを持っているこ とにな り ます。 XML レジス ト リでエンテ ィテ ィ  
レジス ト リ  エン ト リ を作成する場合、 外部エンテ ィテ ィの場所と してサーブ
レ ッ ト を呼び出す URL を指定します。 WebLogic Server は、 この外部エンティ
テ ィへの参照を含む XML ドキュ メ ン ト を解析している と きにサーブレ ッ ト を呼
び出し、 サーブレ ッ ト がデータベースのクエ リに内部で使用するパブ リ ッ ク  ID 
およびシステム  ID をサーブレ ッ ト に渡します。

XML ドキュメン ト  ヘッダ情報の取得

ドキュ メ ン ト内の実際のデータをすべて取得するのではな く、 ルート要素、 シス
テム  ID、 パブ リ ッ ク  ID などの XML ドキュ メ ン トに関するヘッダ情報のみ必要
な場合を考えてみまし ょ う 。 ドキュ メン ト の詳細な解析は不要で、 XML ドキュ
メ ン ト のサイズが非常に大きい場合は、 アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスが低

下する可能性があ り ます。

XML ドキュ メン ト を解析する代わりに、 org.xml.sax.InputSource ク ラスに
対する  WebLogic Server の拡張である  weblogic.xml.sax.XMLInputSource ク ラ
スを使用する と、 XML ドキュ メ ン ト に関するヘッダー情報を取得できます。 次
のサンプル コード  セグ メ ン トでは、 このク ラスの使い方を示します。

import weblogic.xml.sax.XMLInputSource;
...

    String inputXML = “file://xml_docs/myXMLdoc.xml”;
    XMLInputSource xis = new XMLInputSource(inputXML);
    String docType = xis.getRootTag();
    String publicID = xis.getPublicId();
    String systemID = xis.getSystemId();
    String namespaceURI = xis.getNamespaceURI();

weblogic.xml.sax.XMLInputSource ク ラスの詳細については、 『WebLogic 
Server API リ フ ァレンス』 を参照して ください。
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6-6 WebLogic XML プログラマーズ ガイ ド



7 WebLogic Server XML の管理

以下の節では、 WebLogic Server での XML の管理について説明します。

� WebLogic Server XML の管理の概要

� XML パーサおよびト ランスフォーマのコンフ ィグレーシ ョ ン タスク

� 外部エンティテ ィのコンフ ィ グレーシ ョ ン  タスク

WebLogic Server XML の管理の概要

Administration Console から  XML レジス ト リにアクセスし、 XML レジス ト リで 
WebLogic Server を  XML アプリ ケーシ ョ ン用にコンフ ィグレーシ ョ ンします。

ブラウザで Administration Console を起動するには、 次の URL を入力します。

http://host:port/console

各要素の説明は次のとおりです。

� host は、 WebLogic 管理サーバが動作しているコンピュータの名前です。

� port は、 WebLogic 管理サーバが接続リ クエス ト の リ スニングを行っている

ポート番号です。 WebLogic 管理サーバのデフォル トのポート番号は 7001 で
す。

XML の管理タスク

XML レジス ト リの作成、 コンフ ィグレーシ ョ ン、 使用は、 Administration 
Console を通じて行います。 Administration Console XML レジス ト リの使用には、
次のメ リ ッ トがあ り ます。
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7 WebLogic Server XML の管理
� XML アプリ ケーシ ョ ンで JAXP を使用している場合、 XML レジス ト リのコ
ンフ ィグレーシ ョ ンの変更が実行時に自動的に有効にな り ます。

� XML レジス ト リ を変更する場合、 XML アプリ ケーシ ョ ン コードを変更す
る必要はあ り ません。

� エンテ ィテ ィの解決がローカルで実行されます。 XML レジス ト リでは、 エ
ンティテ ィのローカル コピーを定義できます。 または、 WebLogic Server が 
Web からエンテ ィテ ィ を指定した期間キャッシュし、 Web 上のエンティ
テ ィではなく、 そのキャ ッシュしたコピーを使用するよ う に指定するこ と も

できます。

XML レジス ト リ を使用する と、 以下の指定が可能にな り ます。

� 組み込みパーサの代わり となるサーバ全体の XML パーサ。

� ドキュ メ ン ト  タイプ単位の XML パーサ。

� 組み込みト ランスフォーマの代わり となるサーバ全体の ト ランスフォーマ。

� エンテ ィテ ィのローカル コピーで解決される外部エンティテ ィ。 外部エン
ティテ ィ を指定する と、 管理サーバでは、 エンティテ ィのローカル コピーが
ファ イル システムに保存され、 解析時にサーバのパーサに自動的に配布され
ます。 この機能を使用すれば、 SAX EntityResolvers の作成と設定が不要にな
り ます。

� Web からの取得後に WebLogic Server によってキャ ッシュされる外部エン
ティテ ィ。 WebLogic Server が再取得するまでこれらの外部エンティテ ィが
キャ ッシュされる期間、 および WebLogic が最初にエンティテ ィ を取得する
タイ ミ ング  ( アプリ ケーシ ョ ンの実行時か、 WebLogic Server の起動時か ) 
を指定します。

これらの機能は、 サーバサイ ドだけで使用できます。
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WebLogic Server XML の管理の概要
XML レジスト リの仕組み

XML レジス ト リは必要な数だけ作成できますが、 WebLogic Server の特定のイ
ンスタンスに関連付けるこ とができる  XML レジス ト リの数は 1 つだけです。

WebLogic Server のインスタンスに関連付けられている  XML レジス ト リがない
場合、 ドキュ メ ン トの解析および変換に組み込みパーサおよびト ランスフォーマ

が使用されます。

XML レジス ト リ を  WebLogic Server のインスタンスに関連付ける と、 すべての 
XML コンフ ィグレーシ ョ ン  オプシ ョ ンが、 そのサーバを使用している  XML ア
プリ ケーシ ョ ンで利用可能にな り ます。

XML レジス ト リに対しては、 以下のタイプのエン ト リ を作成できます。

� パーサおよびト ランスフォーマをコンフ ィグレーシ ョ ン

� 外部エンティテ ィの解決のコンフ ィグレーシ ョ ン

注意 : XML レジス ト リ では、 大文字と小文字が区別されます。 たとえば、 ルー
ト要素が <CAR> の XML ドキュ メン ト  タイプのパーサをコンフ ィ グレー
シ ョ ンしている場合、 [ ルート要素タグ ] フ ィールドには、 「car」 または
「Car」 ではな く 「CAR」 と入力する必要があ り ます。

XML レジスト リ内のパーサの選択

JAXP で XML アプリ ケーシ ョ ンを記述する場合は、 常に XML レジス ト リに自
動的にアクセスします。 WebLogic Server は、 以下のよ う なルッ クアップ順序に
従って、 ロードするパーサのク ラスを決定します。

1. 特定のドキュ メ ン ト  タイプ用に定義したパーサを使用します。

2. WebLogic Server インスタンスに関連付けられている  XML レジス ト リで定
義されたサーバ全体の代替パーサを使用します。

3. 組み込み Xerces パーサを使用します。
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7 WebLogic Server XML の管理
特定のドキュ メ ン ト  タイプに対応する ト ランスフォーマを定義するこ とはでき
ないので最初の手順は除きますが、 それ以外ではこのプロセスは ト ランスフォー

マにも当てはま り ます。

さ らに、WebLogic Server の起動時に、 SAX エンティテ ィ  リ ゾルバは、 レジス ト
リで宣言されたエンテ ィテ ィ を解決するよ うに自動的に設定されます。 したがっ

て、 使用するパーサを制御した り、 外部エンティテ ィのローカル コピーの場所
を設定した りするために、 XML アプリ ケーシ ョ ン コードを変更する必要はあ り
ません。 使用するパーサ、 および外部エンテ ィテ ィの位置は、 XML レジス ト リ
で制御します。

注意 : パーサによって JAXP の代わりに提供された API を使用する場合、XML 
レジス ト リは XML ドキュ メ ン トの処理に影響を与えません。 このため、
XML アプリ ケーシ ョ ンではなるべく  JAXP を使用して ください。

XML パーサおよびト ランスフォーマのコン
フ ィグレーショ ン タスク

デフォル トでは、 WebLogic Server は、 組み込みパーサと ト ランスフォーマで 
XML ドキュ メ ン ト を解析および変換するよ うにコンフ ィ グレーシ ョ ンされてい
ます。 リ リース  7.0 では、 組み込み XML パーサは Apache Xereces、 組み込みト

ランスフォーマは Apache Xalan です。 デフォル ト  コンフ ィ グレーシ ョ ンを使用
する場合、 XML アプリ ケーシ ョ ン用のコンフ ィグレーシ ョ ン タスクは不要で
す。 組み込み以外のパーサまたは ト ランスフォーマを使用する場合は、 以下の節

で説明するよ うに XML レジス ト リでパーサおよびト ランスフォーマをコンフ ィ

グレーシ ョ ンする必要があ り ます。
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XML パーサおよび ト ランスフォーマのコンフ ィ グレーシ ョ ン  タスク
組み込み以外のパーサまたはト ランスフォーマのコ

ンフ ィグレーション

以下の手順ではまず、 SAX および DOM パーサおよびト ランスフォーマを定義

する  XML レジス ト リの作成方法を説明します。 次に、 サーバが新しいパーサと
ト ランスフォーマを使用するために、 新しい XML レジス ト リ を  WebLogic 
Server のインスタンスに関連付ける方法を説明します。

警告 : WebLogic Server バージ ョ ン  7.0 では、 Apache Xerces パーサの次のバー
ジ ョ ンのみをプラグインできます。

� Xerces 1.2.2 

� Xerces 1.2.3 

� Xerces 1.3.0 

� Xerces 1.3.1 

� Xerces 1.4.0 

� Xerces 1.4.1 

� Xerces 1.4.2 

� Xerces 1.4.3 

� Xerces 1.4.4 

また、 Apache Xerces パーサの以前のバージ ョ ン対応の Apache Xalan ト ラン
スフォーマ のバージ ョ ンのみをプラグインできます。

1. WebLogic 管理サーバを起動し、 Administration Console をブラウザで起動し
ます。 Administration Console 開始の詳細については、 7-1 ページの
「WebLogic Server XML の管理の概要」 を参照して ください。

2. 左ペインの [ サービス ] ノードの下にある  [XML] ノードを右ク リ ッ ク し、 ド
ロ ップダウン メニューから  [新しい XML Registry のコンフ ィグレーシ ョ ン ] 
を選択します。 新しい XML レジス ト リ作成用のウ ィ ンド ウが表示されます。
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7 WebLogic Server XML の管理
図 7-1   Administration Console のメイン XML レジスト リ  ウィンドウ

3. ユニークなレジス ト リ名を [名前 ] フ ィールドに入力し、 [Document Builder 
ファ ク ト リ ] フ ィールド、 [SAX パーサ ファ ク ト リ ] フ ィールド、 および 
[Transformer ファ ク ト リ ] フ ィールドに適切なファ ク ト リ  パーサおよびト ラ

ンスフォーマのク ラスを設定します。

たとえば、 WebLogic FastParser の場合は、 次の情報を入力します。

[名前 ] : WebLogic FastParser
[Document Builder ファクトリ ] : 
[SAX パーサ ファク ト リ ] : weblogic.xml.babel.jaxp.SAXParserFactoryImpl
[Transformer ファクトリ ] :

上の例では、 [Document Builder ファ ク ト リ ] および [Transformer ファ ク ト
リ ] は空白のまま残されています。 これは、 DOM 解析および変換では、 そ
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XML パーサおよび ト ランスフォーマのコンフ ィ グレーシ ョ ン  タスク
れぞれ組み込みパーサおよびト ランスフォーマが使用されるこ と を意味しま

す。 WebLogic FastParser は、 SAX 解析でのみ使用されます。

Apache Xerces パーサおよび Xalan ト ランスフォーマを直接指定する場合、
以下の情報のいずれかを指定します。

[名前 ] : Apache Xerces/Xalan Registry
[Document Builder ファク ト リ ] : org.apache.xerces.jaxp.DocumentBuilderFactoryImpl
[SAX パーサ ファク ト リ ] : org.apache.xerces.jaxp.SAXParserFactoryImpl
[Transformer ファク ト リ ] : org.apache.xalan.processor.TransformerFactoryImpl

4. [ 作成 ] ボタンをク リ ッ ク します。 左ペインの [XML] ノードの下に、 XML 
レジス ト リが作成されて表示されます。

5. 左ペインの [ サーバ ] ノード下で、 新しい XML レジス ト リに関連付ける
サーバの名前をク リ ッ ク します。

6. 右ペインで、 [ サービス ] タブを選択します。

7. [XML] タブを選択します。 WebLogic Server の XML プロパティのコンフ ィ
グレーシ ョ ン用ウ ィ ンド ウが右ペインに表示されます。
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7 WebLogic Server XML の管理
図 7-2   Administration Console の XML プロパティ  コンフ ィグレーション用
ウィンドウ

8. [XML レジス ト リ ] フ ィールドで、 このサーバに関連付ける  XML レジス ト
リ名を選択し、 [適用 ] ボタンをク リ ッ ク します。

9. サーバを再起動して新しい設定内容を有効にします。

特定のドキュメン ト  タイプに対応したパーサのコ
ンフ ィグレーション

特定のドキュ メ ン ト  タイプに対応したパーサをコンフ ィ グレーシ ョ ンする場合、
ドキュ メ ン ト のシステム ID、 パブ リ ッ ク  ID、 ルート要素タグを使用して、 ド

キュ メ ン ト  タイプを識別できます。
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XML パーサおよび ト ランスフォーマのコンフ ィ グレーシ ョ ン  タスク
警告 : WebLogic Server では、 XML ドキュ メ ン トのタイプを識別する際、 ド
キュ メ ン ト の先頭から  1000 バイ トのみをサーチします。 この先頭 1000 
バイ ト で DOCTYPE ID が見つからない場合、 ドキュ メン ト のサーチは
停止され、 WebLogic Server インスタンス用にコンフ ィグレーシ ョ ンさ
れたパーサを使用してドキュ メ ン トの解析が行われます。

注意 : 次の手順では、 これから新しい  XML レジス ト リ を作成して、 必要な
パーサ レジス ト リ  エン ト リ を追加し、 サーバに関連付ける こ と を前提と
しています。 既存の XML レジス ト リ を既にサーバに関連付けている場
合は、 手順 5. にスキップして ください。

特定のドキュ メ ン ト  タイプに対応したパーサをコンフ ィグレーシ ョ ンするには、
以下の手順を実行します。

1. WebLogic 管理サーバを起動し、 Administration Console をブラウザで起動し
ます。

Administration Console 開始の詳細については、 7-1 ページの 「WebLogic 
Server XML の管理の概要」 を参照して ください。

2. 左ペインの [ サービス ] ノードの下にある  [XML] ノードを右ク リ ッ ク し、 ド
ロ ップダウン メニューから  [新しい XML Registry のコンフ ィグレーシ ョ ン ] 
を選択します。 図 7-1 のよ うに、 新しい XML レジス ト リの作成用ウ ィン ド
ウが表示されます。

3. [ 名前 ] フ ィールドにユニークなレジス ト リ名を入力します。 サーバに対して
デフォル ト  パーサおよびト ランスフォーマをコンフ ィ グレーシ ョ ンする場

合、 [Document Builder ファ ク ト リ ]、 [SAX パーサ ファ ク ト リ ]、 および 
[Transformer ファ ク ト リ ] フ ィールドにファ ク ト リ  ク ラス名を入力します。
そ うでない場合は、 フ ィールドを空白のままにします。

4. [ 作成 ] ボタンをク リ ッ ク します。 左ペインの [XML] ノードの下に、 XML 
レジス ト リが作成されて表示されます。

5. 左ペインの [XML] ノード下で、 XML レジス ト リの [XML パーサの登録 ] 
ノードを右ク リ ッ ク します。 ド ロ ップダウン メニューから  [新しい 
XMLParserSelectRegistryEntry のコンフ ィグレーシ ョ ン ] を選択します。 ド
キュ メ ン ト  タイプ情報入力用の空のウ ィン ド ウが右ペインに表示されます。
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7 WebLogic Server XML の管理
図 7-3   Administration Console による XML パーサのコンフ ィグレーション

6. 以下のいずれかの方法でドキュ メ ン ト  タイプ情報を入力します。

a. [ パブリ ッ ク  ID] フ ィールド または [ システム ID] フ ィールドのいずれか
に doctype を指定します。たとえば、car.xml ( コード  リ ス ト  7-1 を参照 ) 
の場合、 [ パブリ ッ ク ID] フ ィールドに 「-//BEA Systems, Inc.//DTD 

for cars//EN」 と入力します。

b. [ ルート要素タグ ] にドキュ メ ン トのルート要素タグ名を指定します。

car.xml の例では、 [ ルート要素タグ ] フ ィールドに 「CAR」 と入力しま

す。

XML ドキュ メ ン ト でネームスペースを定義する場合、 VEHICLES:CAR の
よ うに完全修飾のルート要素タグを入力して ください。
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コード  リス ト  7-1   car.xml ファイル

<?xml version="1.0"?> 
<!-- 以下の XML ドキュメントでは自動車を説明 --> 
<!DOCTYPE CAR PUBLIC "-//BEA Systems, Inc.//DTD for cars//EN"
"http//www.beasys.co.jp/index.html"> 
<CAR> 
<MAKE>Toyota</MAKE> 
<MODEL>Corrolla</MODEL> 
<YEAR>1998</YEAR> 
<ENGINE>1.5L</ENGINE> 
<HP>149</HP> 
</CAR>

7. [Document Builder ファ ク ト リ ] または [SAX パーサ ファ ク ト リ ] フ ィールド
に、 適切なファ ク ト リ  パーサ ク ラスを指定します。

たとえば、 このドキュ メ ン ト  タイプを  WebLogic FastParser で解析するよ う
に指定する場合は、 [SAX パーサ ファ ク ト リ ] フ ィールドに
「weblogic.xml.babel.jaxp.SAXParserFactoryImpl」 と入力します。

注意 : [ パーサ ク ラス名 ] フ ィールドに情報を入力しないでください。 この
フ ィールドは、 旧バージ ョ ンの WebLogic Server との下位互換性を保
つためのものです。

8. [ 作成 ] ボタンをク リ ッ ク します。 XMLParserSelect レジス ト リ  エン ト リが
作成されます。

9. 左ペインの [ サーバ ] ノード下で、 新しい XML レジス ト リに関連付ける
サーバの名前をク リ ッ ク します。

10.右ペインで、 [ サービス ] タブを選択します。

11. [XML] タブを選択します。 図 7-2 のよ うに、 WebLogic Server の XML プロ
パテ ィのコンフ ィ グレーシ ョ ン用ウ ィン ド ウが右ペインに表示されます。

12. [XML レジス ト リ ] フ ィールドで、 このサーバに関連付ける  XML レジス ト
リ名を選択し、 [適用 ] ボタンをク リ ッ ク します。

13.サーバを再起動して新しい設定内容を有効にします。
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外部エンティテ ィのコンフ ィグレーション 
タスク

XML レジス ト リ を使用する と、 外部エンティテ ィ解決をコンフ ィグレーシ ョ ン
し、 外部エンティテ ィ  キャ ッシュをコンフ ィ グレーシ ョ ンおよびモニタできま
す。

外部エンティティの解決のコンフ ィグレーション

WebLogic Server では、 以下のいずれかの方法で外部エンティテ ィの解決をコン
フ ィ グレーシ ョ ンできます。

� 物理的にエンティテ ィ  ファ イルを、 WebLogic 管理サーバからアクセス可能
なディ レ ク ト リにコピーし、 外部エンティテ ィが XML ドキュ メ ン ト で参照
されている場合は常に管理サーバがそのローカル コピーを使用するよ うに指
定します。

� サーバ起動時、 または外部エンテ ィテ ィの初めての参照時のいずれかに、 管

理サーバを基準にした相対 URL またはパス名で参照される外部エンテ ィ
テ ィ を管理対象の Server がキャ ッシュするよ うに指定します。

外部エンティテ ィ を管理対象の Server にキャ ッシュする と、 アクセス時間を
節約できるだけでな く、 ネッ ト ワークまたは管理サーバのダウンによ り  
XML ドキュ メ ン トの解析中に管理サーバにアクセスできな くなった場合に
は、 ローカル バッ クアップを利用できます。

キャ ッシュされたエンティテ ィに対して、 WebLogic Server が URL または管
理サーバからエンティテ ィ を再取得して再キャ ッシュするまでの間隔 (有効
期限 ) をコンフ ィ グレーシ ョ ンできます。

注意 : 次の手順では、 これから新しい XML レジス ト リ を作成して、 必要な外
部エンティテ ィ解決のエン ト リ を追加し、 サーバに関連付ける こ と を前

提と しています。 既存の XML レジス ト リ を既にサーバに関連付けてい
る場合は、 手順 5. にスキップして ください。

外部エンティテ ィの解決をコンフ ィグレーシ ョ ンするには、 以下の手順を実行し

ます。
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1. WebLogic 管理サーバを起動し、 Administration Console をブラウザで起動し
ます。

Administration Console 開始の詳細については、 7-1 ページの 「WebLogic 
Server XML の管理の概要」 を参照して ください。

2. 左ペインの [ サービス ] ノードの下にある  [XML] ノードを右ク リ ッ ク し、 ド
ロ ップダウン メニューから  [新しい XML Registry のコンフ ィグレーシ ョ ン ] 
を選択します。 図 7-1 のよ うに、 新しい XML レジス ト リの作成用ウ ィン ド
ウが表示されます。

3. [ 名前 ] フ ィールドに、 ユニークなレジス ト リ名を入力します。 サーバに対し
てデフォル ト  パーサおよびト ランスフォーマをコンフ ィグレーシ ョ ンする場

合、 [Document Builder ファ ク ト リ ]、 [SAX パーサ ファ ク ト リ ]、 および 
[Transformer ファ ク ト リ ] フ ィールドにファ ク ト リ  ク ラス名を入力します。
そ うでない場合は、 フ ィールドを空白のままにします。

4. [ 作成 ] ボタンをク リ ッ ク します。 左ペインの [XML] ノードの下に、 XML 
レジス ト リが作成されて表示されます。

5. 左ペインの [XML] ノード下で、 XML レジス ト リの [XML エンティテ ィ定義
] ノードを右ク リ ッ ク します。 ド ロ ップダウン メニューから  [ 新しい 
XMLEntitySpecRegistryEntry のコンフ ィグレーシ ョ ン ] を選択します。 エン
ティテ ィ解決情報入力用の空のウ ィ ン ドウが右ペインに表示されます。
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図 7-4   Administration Console による外部エンティティのコンフ ィグレーショ
ン

6. XML ドキュ メ ン ト で外部エンテ ィテ ィ を参照するのに使用する  [ システム 

ID] または [ パブリ ッ ク ID] のどちらかを入力します。 たとえば、 次の 
car.xml ファ イルの場合は、 [ システム  ID] に対して
「http://www.bea.com/dtds/car.dtd」 と入力します。

コード  リスト  7-2   car.xml ファイル

<?xml version="1.0"?> 
<!-- 以下の XML ドキュメントでは自動車を説明 --> 
<!DOCTYPE CAR PUBLIC "-//BEA Systems, Inc.//DTD for cars//EN" 
"http//www.beasys.co.jp/index.html"> 
<CAR> 
<MAKE>Toyota</MAKE> 
<MODEL>Corrolla</MODEL> 
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<YEAR>1998</YEAR> 
<ENGINE>1.5L</ENGINE> 
<HP>149</HP> 
</CAR>

7. 外部エンティテ ィのローカル コピーをコンフ ィ グレーシ ョ ンする場合、 レジ
ス ト リ  エンティテ ィ  ディ レ ク ト リ  DOMAIN/xml/registries/reg_name が存
在するこ と を確認して ください。 DOMAIN はド メ イン ディ レ ク ト リ 、
reg_name は XML レジス ト リの名前です。 ファ イルが存在しない場合は、 新
たに作成します。

8. [ エンティテ ィ  URI] フ ィールドで、 以下のいずれかのエンティテ ィ  パスを
入力します。

a. 管理サーバ内のエンティテ ィ  ファ イルのコピーのパス名。 このパス名は、
レジス ト リ  エンティテ ィ  ディ レ ク ト リ  
DOMAIN/xml/registries/reg_name を基準にした相対パス名にする必要
があ り ます。

たとえば、 car.xml ファ イルの場合、 [ エンティテ ィ  URI] フ ィールドに
「dtds/car.dtd」 と入力できます。

b. Web 上の外部エンティテ ィ を示す URL、 またはレポジ ト リに保存されて
いるエンティテ ィ。 た とえば、

「http://java.sun.com/j2ee/dtds/application_1_2.dtd」 と入力し

て、 J2EE エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ンの説明に使用する  
application.xml ファ イルの DTD を参照するか、 jdbc: を使用してデー
タベース内の任意のエンティテ ィを参照します。

http://、 file://、 jdbc:、 または ftp:// のプロ ト コル宣言を使用し
て、 外部エンティテ ィ を指定します。

9. [ キャ ッシュのタイ ミ ング ] リ ス ト  ボッ クスから以下のオプシ ョ ンのいずれ
か 1 つを選択します。

� [ 参照時 ] - WebLogic Server は、 エンティテ ィが最初に  XML ドキュ メ ン
ト で参照されたと きに URL で参照される外部エンティテ ィをキャ ッシュ
します。

� [ 初期化時 ] - WebLogic Server は、 サーバ起動時にエンティテ ィ をキャッ
シュします。
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� [ レジス ト リの設定通り ] - WebLogic Server は、 デフォル ト のキャ ッシュ

設定を使用します。 デフォル ト  キャッシュ設定のコンフ ィグレーシ ョ ン
の詳細については、 7-17 ページの 「外部エンティテ ィ  キャッシュのコン
フ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

� [キャッシュしない ] - WebLogic Server は、外部エンテ ィテ ィ をキャ ッシュ
しません。

10. [ キャッシュ  タイムアウ ト間隔 ] フ ィールドで、 キャ ッシュされた外部エン
ティテ ィが古 くなる  (期限切れになる ) までの秒数を入力します。 キャッ
シュされたコピーがこの期間を超えた場合に、 WebLogic Server は、 管理
サーバを基準に指定した相対 URL またはパス名から外部エンティテ ィ を再
取得します。

このフ ィールドのデフォル ト値は -1 で、 WebLogic Server のグローバル タイ
ムアウ ト値が使用されます。 グローバル キャ ッシュ  タイムアウ ト設定のコ
ンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、 7-17 ページの 「外部エンティテ ィ  
キャ ッシュのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

11. [ 作成 ] ボタンをク リ ッ ク します。 XMLEntitySpec レジス ト リ  エン ト リが作
成されます。

12.左ペインの [ サーバ ] ノード下で、 新しい XML レジス ト リに関連付ける
サーバの名前をク リ ッ ク します。

13.右ペインで、 [ サービス ] タブを選択します。

14. [XML] タブを選択します。 図 7-2 のよ うに、 WebLogic Server の XML プロ
パティのコンフ ィグレーシ ョ ン用ウ ィ ン ドウが右ペインに表示されます。

15.  [XML レジス ト リ ] フ ィールドで、 このサーバに関連付ける  XML レジス ト
リ名を選択し、 [適用 ] ボタンをク リ ッ ク します。

16.サーバを再起動して新しい設定内容を有効にします。

17. Web からのキャッシュではな く、 エンティテ ィのローカル コピーを使用す
るよ うに指定した場合は、 エンテ ィテ ィ  ファ イルをエンティテ ィ  ディ レ ク
ト リにコピーします。

たとえば、 car.dtd ファ イルを  DOMAIN/xml/registries/reg_name/dtds 
ディ レ ク ト リにコピーします。 DOMAIN はド メ イン  ディ レ ク ト リ 、 reg_name 

は XML レジス ト リの名前です。
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外部エンティティ  キャッシュのコンフ ィグレー
ション

外部エンティテ ィ  キャッシュの以下のプロパティ をコンフ ィグレーシ ョ ンでき
ます。

� キャッシュ  メモ リのサイズ (単位 : KB)。 このプロパティのデフォル ト値は、

500KB です。

� 永続ディ スク  キャ ッシュのサイズ ( 単位 : MB)。 このプロパテ ィのデフォル
ト値は、 5MB です。

� 外部エンティテ ィが WebLogic Server によってキャ ッシュされた後、 キャッ
シュ内で陳腐化するまでの秒数。 これは、 サーバ全体のデフォル ト値です。

エンティテ ィ をコンフ ィ グレーシ ョ ンする場合に、 特定の外部エンティテ ィ

に対応するよ うにこの値をオーバーライ ドできます。 このプロパティのデ

フォル ト値は、 120 秒 (2 分 ) です。

外部エンティテ ィ  キャッシュをコンフ ィグレーシ ョ ンするには、 次の手順に従
います。

1. WebLogic 管理サーバを起動し、 Administration Console をブラウザで起動し
ます。

Administration Console 開始の詳細については、 7-1 ページの 「WebLogic 
Server XML の管理の概要」 を参照して ください。

2. 左ペインの [ サーバ ] ノード下で、 外部エンテ ィテ ィ  キャ ッシュをコンフ ィ
グレーシ ョ ンする  WebLogic Server の名前をク リ ッ ク します。

3. 右ペインの [ サービス ] タブを選択します。

4. [XML] タブを選択します。 図 7-2 のよ うに、 WebLogic Server の XML プロ
パテ ィのコンフ ィ グレーシ ョ ン用ウ ィン ド ウが右ペインに表示されます。

5. [ キャ ッシュ  メモ リ  サイズ ] フ ィールドで、 キャッシュ  メモ リのサイズ 
(KB) を入力します。

6. [ キャ ッシュ  ディ スク  サイズ ] フ ィールドで、 永続ディ スク  キャ ッシュのサ
イズ (MB) を入力します。
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7. [ キャッシュ  タイムアウ ト間隔 ] フ ィールドで、 エンテ ィテ ィが期限切れに
なるまでの秒数を入力します。

8. [適用 ] ボタンをク リ ッ ク します。

外部エンティティ  キャッシュのモニタ

外部エンティテ ィ  キャ ッシュを説明する一連の統計情報を使用して、 キャッ
シュの効果をモニタできます。 統計では、 以下の情報を示します。

� キャ ッシュの現在の状態。

� 現在のセッシ ョ ンの累積アクテ ィ ビティ。

� キャ ッシュ作成後、 通常は WebLogic Server 起動後の累積アクテ ィ ビテ ィ。

外部エンティテ ィ  キャ ッシュをモニタするには、 次の手順に従います。

1. WebLogic 管理サーバを起動し、 Administration Console をブラウザで起動し
ます。

Administration Console 開始の詳細については、 7-1 ページの 「WebLogic 
Server XML の管理の概要」 を参照して ください。

2. 左ペインの [ サーバ ] ノード下で、 外部エンティテ ィ  キャッシュをコンフ ィ
グレーシ ョ ンする  WebLogic Server の名前をク リ ッ ク します。

3. 右ペインの [ サービス ] タブを選択します。

4. [XML] タブを選択します。 図 7-2 のよ うに、 WebLogic Server の XML プロ
パティのコンフ ィグレーシ ョ ン用ウ ィ ン ドウが右ペインに表示されます。

5. 右ペインの [XML エンティテ ィ  キャッシュのモニタ ] をク リ ッ ク します。

6. キャ ッシュの現在の状態を表示するには [ 現在 ] タブを、 現在のセッシ ョ ン
の累積アクテ ィ ビティ を表示するには [ セッシ ョ ン ] タブを、 キャ ッシュ作
成以降、 通常は WebLogic Server 起動以降の累積アクテ ィビティ を表示する
には [履歴 ] タブを、 それぞれク リ ッ ク します。
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以下の表で、 外部エンティテ ィ  キャ ッシュの現在の状態を表示する場合の
フ ィールドについて説明します。

表 7-1  キャッシュ統計の現在の状態

フ ィールド タブ 説明

Total Current Entries 一般 キャ ッシュ内のエン ト リ合計数を返す。

Total Persistent Current Entries 一般 キャ ッシュ内の永続エン ト リ数を返す。

Total Transient Current Entries 一般 キャ ッシュ内の一時エン ト リ数を返す。

Avg Percent Transient 一般 エン ト リの中で一時エン ト リが占めるパーセン ト

を返す。

Avg Percent Persistent 一般 エン ト リの中で永続エン ト リが占めるパーセン ト

を返す。

Avg Timeout 一般 エン ト リの平均タイムアウ ト値を返す。

Min Entry Timeout 一般 現在のエン ト リの最小タイムアウ ト値を返す。

Max Entry Timeout 一般 現在のエン ト リの最大タイムアウ ト値を返す。

Avg Per Entry Memory Size エン ト リ  リ
ソース使用状

況

現在のエン ト リの平均メモ リ  サイズを返す。

Max Entry Memory Size エン ト リ  リ
ソース使用状

況

現在のエン ト リの最大メモ リ  サイズを返す。

Min Entry Memory Size エン ト リ  リ
ソース使用状

況

現在のエン ト リの最小メモ リ  サイズを返す。

Avg Per Entry Disk Size エン ト リ  リ
ソース使用状

況

現在のエン ト リの平均ディ ス ク  サイズを返す。

Memory Usage 合計リ ソース

使用状況

すべてのメモ リ常駐エン ト リの保存に使用するバ

イ ト数を返す。

Disk Usage 合計リ ソース

使用状況

すべてのディ ス ク常駐エン ト リの保存に使用する

バイ ト数を返す。
WebLogic XML プログラマーズ ガイ ド 7-19



7 WebLogic Server XML の管理
以下の表で、 外部エンティテ ィ  キャッシュの累積アクテ ィ ビテ ィ を表示する場
合のフ ィールドについて説明します。

表 7-2  キャッシュの累積アクティ ビティ

メソッ ド タブ 説明

Total Current Entries 一般 キャ ッシュ内のエン ト リ合計数を返す。

Total Persistent Current Entries 一般 キャ ッシュ内の永続エン ト リ数を返す。

Total Transient Current Entries 一般 キャ ッシュ内の一時エン ト リ数を返す。

Avg Percent Transient 一般 エン ト リの中で一時エン ト リが占めるパーセン ト

を返す。

Avg Percent Persistent 一般 エン ト リの中で永続エン ト リが占めるパーセン ト

を返す。

Avg Timeout 一般 エン ト リの平均タイムアウ ト値を返す。

Min Entry Timeout 一般 現在のエン ト リの最小タイムアウ ト値を返す。

Max Entry Timeout 一般 現在のエン ト リの最大タイムアウ ト値を返す。

Avg Per Entry Memory Size エン ト リ  リ
ソース使用状

況

現在のエン ト リの平均メモ リ  サイズを返す。

Max Entry Memory Size エン ト リ  リ
ソース使用状

況

現在のエン ト リの最大メモ リ  サイズを返す。

Min Entry Memory Size エン ト リ  リ
ソース使用状

況

現在のエン ト リの最小メモ リ  サイズを返す。

Avg Per Entry Disk Size エン ト リ  リ
ソース使用状

況

現在のエン ト リの平均ディス ク  サイズを返す。

Total Number Of Rejections 拒否 拒否されたエン ト リ数を返す。

Total Size Of Rejections 拒否 拒否された全項目の合計サイズをバイ ト数で返

す。
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Percent Rejected 拒否 拒否された挿入をパーセン トで返す。

Total Number Of Renewals 拒否 期限切れエン ト リが更新された回数を返す。

表 7-2  キャッシュの累積アクティビティ

メソッ ド タブ 説明
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8 XML リファレンス

以下の節では、 WebLogic Server でサポート される  XML 仕様、 アプ リ ケーシ ョ
ン プログラ ミ ング インタフェース  (API)、およびツールに関する補足情報へのリ
ンクを示します。

� XML API

� コード例

� 関連する  WebLogic Server マニュアル

� チュー ト リ アルとオンラ イン コース

� その他の XML 仕様と情報

XML API

� SAX 2.0 API

� DOM (Document Object Model) Level 2 仕様

� JAXP API 1.1 仕様

� Apache Xerces Java パーサ

� Apache Xalan XSLT ト ランスフォーマ

コード例

XML のサンプル コード とサポート  マニュアルは、
WL_HOME\samples\server\src\examples\xml\sax の WebLogic Server 配布
キッ ト にあ り ます。 WL_HOME は最上位 WebLogic Platform ディ レ ク ト リです。
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関連する WebLogic Server マニュアル

� 『WebLogic Web サービス  プログラマーズ ガイ ド』

� 『WebLogic エンタープラ イズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』

� 『WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド』

� 『WebLogic JSP プログラマーズ ガイ ド』

� 『WebLogic HTTP サーブレ ッ ト  プログラマーズ ガイ ド 』

� 『WebLogic Server Wireless Application 開発プログラマーズ  ガイ ド 』

チュート リアルとオンライン コース

� A Technical Introduction to XML

� XML Authoring Tutorial

� Working with XML and Java

� Tutorials for using the Java 2 platform and XML technology

� Developing XML Solutions with JavaServer Pages Technology

� XML, Java, and the Future of the Web

� 『XML Bible』 の第 14 章 「XSL Transformations」

� 『XSL Tutorial』、 Miloslav Nic 著

� XML Schema Part 0: Primer

その他の XML 仕様と情報

� XML 1.0 仕様
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その他の XML 仕様と情報
� XML Schema Part 1: Structures

� XML Schema Part 2: DatatypesW3C XML Namespaces 1.0 勧告

� Extensible Stylesheet LanguageXSL) 1.0 仕様

� JSR-000031 XML Data Binding 仕様

� XML Path Language (XPath) Version 1.0 仕様

� XML Linking Language (XLink) 仕様

� XML Pointer Language (XPointer) 仕様

� W3C (World Wide Web Consortium)

� XML.com

� XML FAQ

� XML.org, The XML Industry Portal
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